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序

都城市では平成元年に「人が元気、まちが元気、自然が元気」という標題

を掲げ、ウエルネス都市宣言を行い市政にとりくんでおります。そのなかで、

豊かな歴史や自然を後世に伝えていくことが、現代に生きる我々の重要な務

めだと考えています。

都城市教育委員会では開発行為に伴い、やむをえず現状保存ができない埋

蔵文化財については、事前に発掘調査を実施し、記録保存を行っています。

当報告書は県営農地保全整備事業において実施された発掘調査報告で、調査

の結果、貴重な成果をあげることができました。また、本書が文化財保護
ヘ

の理解と認識を深める一助となり、さらに研究資料として活用していただけ

れば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から本書刊行にいたるまで宮崎県北諸県農

林振興局、宮崎県教育庁文化課をはじめとする関係各位のご理解とご協力を

賜りましたことに対し厚く御ネL申 し上げます。

平成16年 3月

都城市教育委員会

教育長 北 村 秀 秋



例   言

1.本書は都城市下水流町において平成12～ 15年度に宮崎県北諸県農林振興局の委託を受け、都城市教育

委員会が実施した築池遺跡第 1～ 4次調査の発掘調査報告書である。

2。 現場における遺構の実測は、作業員の協力を得て矢部喜多夫が行い、そのほか第 1次調査では大盛祐

子、第 2次調査では市文化課嘱託職員下田代清海、原田亜紀子、外山隆之、鹿児島大学学生藤井大祐、

第 3次調査では市文化課職員横山哲英、鹿児島大学学生藤井大祐、第 4次調査では市文化課職員乗畑光

博、同嘱託職員立神勇志、寺田庸平 (別府大学卒業生)の協力を得た。特に下田代には多大な協力を得た。

また、第 2, 3次調査地下式横穴墓出土人骨の実涸1・ 取上げについては、山口県土井ケ浜遺跡人類学

ミュージアム館長松下孝幸氏に依頼した。

3.第 1次調査出土人骨については鹿児島大学歯学部竹中正巳氏、第 2, 3次調査出土人骨については松

下孝幸氏に玉稿を賜った。

4.出土した遺物の実測は整理作業員が行い、製図は矢部、一部水元美紀子が実測・製図を行った。

また、一部 (株)埋蔵文化財サポート・システムに実測・製図を委託した。

5。 遺構 。遺物写真は矢部が撮影した。

6.本書で用いている方位は磁北である。

7.本書 (築池遺跡)の執筆は矢部があたった。

8.本書 (築池遺跡)で使用した遺構の略記号は以下のとおりである。

築池遺跡第 1次調査 :Tk2000 同第 2次調査 :Tk2001 同第 3次調査 :Tk2002 岡第 4次調査 :Tk2003

SA:竪穴住居跡  SB:掘 立柱建物跡  SC:土 坑  SD:溝 状遺構 SX:地下式横穴墓

9。 発掘調査で出土した遺物 (人骨を除く)と記録 (図面
。写真)は都城市教育委員会で保管している。
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I はじめに

1 調査に至る経緯
宮崎県北諸県農林振興局では、平成元年度から都城市下水流町 (下水流 2期地区)において、農地侵食

防止工事として県営農地保全整備事業を実施している。平成12年度工事予定箇所が、県指定志和池 (村 )

古墳群を含む築池遺跡内に予定された。そのため、平成11年度に宮崎県文化課により確認調査
が行われ、

工事区間内に遺跡の存在が確認された。遺跡の保存に対する協議がはじまり、平成12年度都城市教育委員

会が主体となり、本調査を実施することで合意に至った。次年度以降の工事箇所に
ついては、前年度に確

認調査や地下レーダー等の探査を行った後協議を行い、下記のとおり都合 4ケ年にお
いて発掘調査を実施

した。

2 調査の組織

築池遺跡 (第 1～ 4次)お よび十三束第 2遺跡 (第 2次)の発掘調査は下記の組織で実施した。

調査主体者   都城市教育委員会

調査責任者   教育長 長友久男 (平成14年 6月 30日 まで)

北村秀秋

調査事務局   文化課
課長    内村 一男 (平成13年度まで)

井尻 賢治 (平成14年度から)

課長補佐  盛満 和夫 (平成12年度まで)

坂元 昭夫 (平成13年度から)

文化財係長 堀之内克夫 (平成12年度)

奥田 正幸 (平成13年度)

松下 述之 (平成14年度)

文化財調査担当副主幹 矢部喜多夫 (平成15年度)

調査担当者   築池遺跡    主査 矢部喜多夫 (平成12～ 15年度)

(平成15年度より副主幹)

十三東第 2遺跡 主事 久松 亮

調査指導    宮崎県文化課  主任主事 東 憲章 (平成11年度)

(試掘・協議等)        主査 飯田博之 (平成12～ 15年度)

外業作業員 (築池遺跡第 1～ 4次調査、十三束第 2遺跡第 2次調査 )

榎 ハナ 榎 ツネ 坊地 トミ 広村ミキ 内村好子 椎屋松子 藤井大祐 東 春夫

荒ケ田安夫 鴇 松雄 馬籠恵子 庄屋幸子 寺田庸平 津曲節子 岩本 泉 河野春信

平山甲子郎 徳丸ヒサ子 小山田福子 岩切数秋 城村ミキ 竹中美代子 山ロー夫

中原貞良 中原忠珍 立山君子 岩切ユキ 南スミ子 蒲生ミツ子 藤田フヂ子

整理作業員 (築池遺跡第 1～ 4次調査、十三東第 2遺跡第 2次調査 )

水光弘子 奥登根子 伊鹿倉康子 谷口和代 児玉信子 前田町子 渡司ちさ子

大坪真知子 吉留優子 丸崎千鶴子

年 度 調 査 名 調査面積 平成14年度 築池遺跡第 3次調査 700n♂

平成12年度 築池遺跡第 1次調査 80nピ
平成15年度

築池遺跡第 4次調査 800nぽ

平成13年度 築池遺跡第 2次調査 500nぽ 十三東第 2遺跡第 2次調査 190nご

-1-



3 遺跡の位置 と環境

十三東第 2遺跡と築池遺跡は都城市下水流町字十三東、築池に所在し、付近一帯は宮崎県指定文化財志

和池古墳群や築池地下式横穴墓が出土する古墳時代の基域として知られている。十三束第 2遺跡は都城市

北部志和池地区のシラス台地標高155mほ ど、築池遺跡もシラス台地上ではあるが、十三東第 2遺跡より

一段低い標高140mほ どに立地し、大淀川の氾濫源である東側水田面との比高差は約10mほ どである。

築池遺跡の主要な遺跡である築池地下式横穴墓群の発掘史をひも解くと、昭和初期に地下式出土と言わ

れている陶質土器が発見保管されている。また、当地区における最初の発掘は昭和48年に行われて、続い

て昭和52年、53年 と各々 1基ずつ調査が実施され、昭和52年 には出土品の取上げを主とした緊急措置も行

われている。その後、昭和59年、平成 3年 (1991)に それぞれ 1基発見調査されている。ここまでは、い

わゆる農作業等により偶発的に発見されたものであるが、平成 4年 (1992)遺 跡中央を走る県道山田・高

城線の拡幅工事に伴う発掘調査において、20基の地下式横穴墓と2基の上墳が確認され始めて面的な調査

が実施された。それから、平成 6年 (1基 )、 7年 (4基 )、 9年 (1基 )、 10年 (1基 )、 11年 (1基 )、 12

年 (1基 )、 15年 (1基)と 自然崩落により発見された地下式の調査が行われている。今回報告する築池

遺跡は、農地保全整備事業に先立つ調査で、平成12年度から4ケ年にわたり調査したもので、平成12年度

1基、13年度 9基、14年度 8基、15年度 2基が発見され、このほか、縄文後期末や弥生後期の竪穴住居跡

等も検出した。また、十三東第 2遺跡では縄文晩期を中心とした遺構・遺物が出土している。

次に、周辺の遺跡について紹介すると、松ヶ迫、屏風谷遺跡、下薗遺跡、堂山遺跡等は縄文早期の遺跡

で、松ケ迫では連結土坑や集石遺構、堂山遺跡では集石遺構等が出土し、下薗遺跡では手向山式の壷形土

器が崖断面で採集されている。十三東第 2遺跡 (第 2次調査)は縄文晩期を中心とした遺跡であるが、築

池遺跡 (第 2次調査)で も後期末の竪穴住居跡が出土しており、同時期の遺跡は築池遺跡内に散発的に存

在すると思われる。古墳時代の遺跡は、当遺跡の東南方向に平原地下式横穴墓群が発見調査 (昭和44年 )

され、南西方向には山ノ田第 1遺跡 (第 2次調査)で地下式横穴墓 1基を含む古墳時代の住居跡が調査

(平成 6年)さ れている。このほか市外ではあるが、大淀川を挟んだ対岸の高城町には牧ノ原古墳群、や

や北に位置する香禅寺遺跡、北には高崎町横尾・原村上 。塚原地下式横穴墓群が対峙している。また、集

落遺跡では、妙見原遺跡等が確認されている。

丸谷川流域においては、下大五郎、前畑遺跡等

で弥生から古墳時代の集落を中心とした遺跡が

出土している。

中世期では、志和池の名称が永楽 4年 (1432)

の文書にみられ、連郭式山城の志和池城跡の一

部が市指定文化財として現在に姿を留めている。

築池遺跡の基本土層層序は、第 1層耕作土、

第 2層黒色土、第 3層漸移層、第 4層御池ボラ

層、第 5層漆黒色土、第 6層 アカホヤ、第 7層

黒褐色土と続く。第 2層が遺物包含層で、同下

部ないし漸移層上位が遺構検出面である。また、

地下式横穴墓の竪坑 。玄室は第 4層御池ボラ層

内に完全に収まるかたちで構築されている。

第 1層耕作土

第2層 黒色上

第3層漸移層

第5層漆黒色土

「
―
―
―
∃

ｏ
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Ｆ

第6層 アカホヤ

第7層黒褐色土

… 2-

第 1図 築池遺跡土層柱状図





Ⅲ 調査の記録
1 調査の経過

4年間の調査を年次ごとに、平成12年度 (第 1次調査 :Tk2000)、 平成13年度 (第 2次調査 :Tk2001)、

平成14年度 (第 3次調査 :T k2002)、 平成15年度 (第 4次調査 :Tk2003)と 整理する。また、本書掲載

の地下式横穴墓は、暦年ごとに親番号を設け、そのなかで調査順に枝番号を付している。具体例を示すと、

平成13年度においてTk2001-2号 から番号を付している。欠番が生じているのは当調査以外で先に 1号 と

いう調査例があることを意味している。また、T K2003で は 1号 と3号の 2基が当事業で調査 し、この 1

号と3号の調査間に 1基別に調査 している。

今回の調査では、竪穴住居跡 4基、地下式横穴基20基、周溝 1条、土抗 4基、溝状遺構 5条、掘立柱建

物跡等が出土している。以下、年度ごとにその報告を行いたい。
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築池遺跡2000年調査区域 (Tk2000)2築池遺跡2001年調査区域 (Tk2001)3築池遺跡2002年調査区域 (Tk2002)

築池遺跡2003年調査区域 (Tk2003)5十三東第2遺跡 (第 2次調査・F地点)

第 3図 築池遺跡・十三東第 2遺跡調査区域図
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2 築池遺跡第 102次 調査 (Tk2000・ Tk2001)

第 1次 と第 2次調査の一部は面的なつながりがあるため、一括して報告する。

(1)縄文時代

1号竪穴住居跡 (SA01)(第 607図 )

周溝の内区より出土。平面形態は東西方向がやや長い円形を呈し、長軸2.6rn短軸2.4rrl検出面
より深さ

20cm弱 を測る。柱穴は中央に一穴で浅い。埋土は暗黒色土 (硬質
。やや粘質)で遺構下部につれて黄ボラ

が多 くなる。出土遺物は磨研の深鉢で、胴部で屈曲し口縁が外反気味に立ち上がるも
の (3,5)と ほぼ直

線的に立ち上がるもの (1,2)がある。また、屈曲部に浅い沈線を施すもの (1,2)がある。底部 (8)は

上げ底気味である。

1号土抗 (SC01)(第 5図 )

SA01の 西側で、SA02に切られた形で出土。平面は略台形状を呈す。長辺1.6111短辺1.4m、 深さはSA02

床面より40cmを 測る。埋土はSA01と 同様で出土遺物なし。

(2)弥生時代

2号竪穴住居跡 (SA02)(第 809図 )

周溝に切られる形で出土。全容は把握できないが、推定 8m前後の円形の花弁形住居跡である。床面は

検出面より25cm下がる。埋土は第 2層黒色土で全体に黄ボラを含む。柱穴は複数確認できたが、主柱穴
は

中央 4穴 と思われる (2穴のみ確認)。 また、張出し部分の一部で壁帯溝が出上している。出土遺物は周

溝に切られており、遺構内より出土した遺物は少ない。 9,10,11,13は甕形土器で、 9は胴部が張らず

稜線をもたず外反する。10,11は 口縁部がくの字に外反する。13は胴部片で胴部最大径がほぼ中央にある。
注 1)

12は高杯の脚部片である。14は磨製石鏃で先端が一部欠損している。石材は塩基性凝灰質頁岩で両面に擦

痕がみられる。

3号竪穴住居跡 (SA03)(第 10011図 )

Tk2001調査区中央やや西倶1で出土。遺構は北佃1調査区外へ延びているため全掘していない。推定 8m前

後の円形の花弁形住居跡である。調査範囲内において 3つの間仕切 り壁をもつ。検出面から床面までは30

cmほ どである。埋土は第 2層黒色土で全体に黄ボラを含む。主柱穴は 1穴 しか確認していないが、中央部

分に小ピットが点在する。15は甕で推定回径22.6cm口縁部がくの字に祈れやや外反気味に立ち上がる。
16

は壺で口径14cm外面縦方向のミガキ、内面工具ナデ頸部下指押さえが残る。17は鉢で推定口径13.7cm、 日

唇が微妙に肥厚する。18～ 21は底部で19は壺、ほかは甕の底部と思われる。22,23複合口縁壷の日縁部と

思われる。日縁に櫛描波状文を施す。

4号竪穴住居跡 (SA04)(第 12013014図 )

Tk2001調査区西傾1で出土。遺構は南側調査区外へ延びているため全掘 していない。 1辺 5。 4mほ どの方

形の竪穴住居跡で、間仕切り壁が 2ケ所あるH型の方形プランと思われる。主柱穴南佃1で方形に落ち込み

がみられる。検出面から床面までは30cmほ どで主柱穴は 2穴である。埋止はSA02,03同様第 2層黒色土

で全体に黄ボラを含む。出土遺物は甕形土器を主体にかなりの量である。甕は日縁がくの字に明瞭に折
れ

る タ イ プ (24,25,28,34,38,40,41,44)と 屈 曲 す る が 緩 1曼 な (稜 線 を もた な い)タ イプ

(26,27,30,33,35,65,66)、 そして若干折れるがそのまま直線的に立ち上がるもの (29,32,36,39)

に分類できる。何れも破片が多い。27は最大径が胴上部で屈曲部直下よリカキアゲ痕が残る。29は小型
で

口縁がわずかに折れる。31は小型で屈曲部から器壁が薄くなりやや外反気味に立ち上がる。32は日縁
でわ

ずかに屈曲する。屈曲部はハケメの際に工具を押し当て沈線状にしている。33は屈曲部で器壁を
カキアゲ
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第 4図 築池遺跡 (第 1・ 2次発掘調査)遺構分布図
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!!*'r^
① 灰黒色土

② 黒色土

③ 黒色土に黄ボラを中量含む

③ l 明黒色上に黄ボラを中量含む

④ 黒色土に黄ボラを多量含む

⑤ 淡黒色土 (やや硬質)に細粒黄ボラをまばらに含む

⑥ 淡黒色土 (やや硬質)に細粒黄ボラを多量に含む

⑦ 淡黒色土 (硬質)に粗粒黄ボラを多量に含む

(黄ボラが赤色化 している)

141.9m

ハ

＼

０

第 5図 築池遺跡第 1・ 2次東側調査区域遺構配置図
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② ― 黒色土にlcm大以下の黄ボラを多く含む (硬質・やや粘質 )

② d 黒色上に1 5cm大以下の黄ボラを多く含む (硬質 )

第 6図

―…………142.lm

1号竪穴住居跡 (SA01)
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7

第 7図  1号竪穴住居跡 (SA01)内 出土遺物実測図

による段差が生じている。34は底部が小さくすわりが悪く、El縁が最大径で寸胴である。内底に工具によ

る押さえ痕がある。35は小型の甕で曰縁がわずかに曲がり立ち上がる。36は 回縁下にヘラ状の刻目を施し

た貼 り付け突帯をもちわずかに外へ開く。突帯下は縦方向のハケメ。39は 日縁下にカキメが屈曲を意識す

るかのように沈線状をなしわずかに外開きする。40は 日縁がくの字に外反し、屈曲部にカキアゲ痕がみら

れる。42,43は鉢形有孔土器で、42は 日縁 2ヶ所に対峙するかたちで突起をもち突起下に穿孔をみられ、

底部に単孔を施す。43は小型で口縁がやや外反すると思われる。底部に単孔あり。45は底部の大きさを推

定すると鉢形有孔土器の可能性がある。48は甕の底部で上げ底である。55は甕の底部で器壁は厚 くしっか

りしている平底である。56は小型の甕の底部で上げ底をなし砂粒が多く粗い。57は小型の壷と思われるが

不明である。66は唯一図面上完形で回縁は緩やかに屈曲し立ち上がる。胴部は長胴化し底部はやや上げ底

である。67は器台で受部径20.Ocm、 脚部径20.3cmと ほぼ等 しく、器高20.Ocmで上段 3個下段 3個の円形の

透かしをもつ。68は大型の高杯で杯部はボール状、脚部は緩やかに裾が広がり、日径26.6cm、 脚部径 19。 8

cm、 推定器高20.4cmを淑1る 。胎土に砂粒を含むが焼成は良好で色調は他の土器と異なり暗茶褐色である。

46,47,69は複合口縁壷で複合口縁に櫛描波状文を施す。

ま
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(0 古墳時代

周溝 (第 5図 )

第 1・ 2次東側調査区、具体的には志和池 5号墳隣地である。5号墳に帰属する周溝とそれに寄生する

地下式横穴墓 2基 (Tk2000-SX01、 Tk2001-SX02)が 出土した。周溝は全体の 1/3ほ ど調査を行い、

結果周溝の走行から直径30mほ どで、溝幅 2～ 3m検出面から深さ0.3～ 0.4mを 法1る 。周溝の埋土は第 2

層を基調とし下部にいくほど黄ボラを多く含み、溝底は硬化している。東恨1周溝内溝底より20cm前後上か

ら口縁部と胴下部から底部が欠損した壷形土器 (70)と 甕の口縁 (71)が出土している。

Tk2000-1号地下式横穴墓 (Tk2000-SX01)(第 16017図 )

東佃1調査区周溝内に竪坑をもち、玄室を周溝外部に築く。竪坑は周溝が20cmほ ど埋まった段階で溝底と

佃1面に掘り込まれている。竪抗の平面プランは横長で、羨門は黒色粘質土ブロックで閉塞され、羨道はほ

とんどなく玄室は両袖の平入リタイプである。人骨は頭位を東に向けた 1体埋葬 (仰臥伸展葬)である。

赤色顔料が腰骨から大腿骨にかけて付着し、壮年前期の男性と所見がでている。玄室内奥壁より人骨に添

うように東に鏃身を向け鉄鏃が 7本出土している。72,73は 圭頭鏃、74,75,76,77,78は片刃の長頸鏃

と思われる。

Tk2001-2号地下式横穴墓 (Tk2001-SX02)(第 18019図 )

Tk2001-SX02は Tk2000-SX01の 西に位置し、周溝内に竪坑をもち周溝外部に玄室を築 く。Tk2000

-SX01同様周溝に寄生している。平面プランは竪坑が横長、羨門は黒色粘質土ブロックで閉塞され、羨

道は短く玄室は片袖の平入リタイプである。人骨は頭位を北西に向けた 1体埋葬 (仰臥イ申展葬)で、所見

では女性 (年齢不明)である。出土遺物は人骨右手首付近から小玉が133イ固出土した。実測した小玉は素

材から滑石製35イ圏とガラス玉に分けられ、ガラス玉は色調からマリンブルー14、 スカイブルー4、 緑色67、

黄色2、 紫色 1、 濃紺10個で、内実測数は128イ固である。

Tk2001-3号地下式横穴墓 (Tk2001-SX03)01号 溝状遺構 (Tk2001中 SD01)(第 20～ 23図 )

Tk2001-SX03は 大型の地下式横穴墓で、北側土層断面図を観察すると左右に粗粒黄ボラ混じりの黒色

土埋土が溝状の断面をもち、中央でやや高まりを呈する土層の延長線上に3号地下式横穴墓が位置してい

る。 1号溝状遺構は完掘していないが検出状況から竪坑部分が土橋状になりTk2001-SX03を廻る周溝状

遺構ではないか考えられる。 1号溝状遺構は埋土が黄ボラと黒色土が同量ないし黄ボラのみで堆積し、溝

幅0.8m、 深さ0。 2rnほ どを測る。溝端部で倒立した状態の高杯 (207)が出土した。Tk2001-SX03は 平

面プランが玄室に対し縦長の竪坑 (2.45× 1.95× 1.4m)で、羨道0.7111、 玄室は片袖平入リタイプである。

羨門は黒色粘質土ブロックによる閉塞である。人骨は頭位を東に向け奥壁際に 1体埋葬 (仰臥イ申展葬)さ

れ、所見では壮年女性との結果がでている。顔面に赤色顔料が残存している。出土遺物は玄室のみで直刀

(208)1振、骨鏃 (212,213,214,215,216,217)6本 、鉄鏃 (209,210,211)3本、獣骨製の鞘ど

め (218)?等が人骨左倶1に添うように副葬されていた。

Tk2001-4、 ア号地下式横穴墓 (Tk2001-SX04、 07)(第 27～ 29図 )

Tk2001-SX06の 西佃1に位置する。4, 7号地下式横穴墓の竪坑検出面より20cmほ ど上の黒色土層中で

粗粒黄ボラが円形状に散在し中心部分がやや高まりを呈していた。それを掘下げていくと2基の竪坑を確

認 した。当時の掘 り込みは黄ボラ堆積レベルと思われる。この粗粒黄ボラは自然堆積では存在せず、玄

室・竪坑を掘った残土の一部で墓域の存在を表していると思われる。Tk2001-SX04は平面プランが縦長

の竪坑で、羨道がほとんどなく玄室は両袖の平入り型である。羨門は黒色粘質土ブロックで開塞され、玄

室左奥壁で 7号 と玄室が一部切 り合つている (築造当時は薄壁一枚存在していた可能性もある)。 人骨は

-13-
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第 9図  2号竪穴住居跡 (SA02)内 出土遺物実測図

第 8図  2号竪穴住居跡 (SA02)お よび土層断面図

黄ボラブロック ④ 灰黒色土

① b 濃灰黒色士

② 黒色上 (下部で黄ボラを含む)

② b 黒色上に1～ 2cm大 および5mlll大 の黄ボラを含む(硬質)

② ― ② bよ り黄ボラを多く含む(硬質)

② d ② cよ り細粒の黄ボラを多く含む(硬質)

③ 漸移層

④ 御池層 (黄ボラ層 )

◎
●
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確認できなかったが、奥壁側に鉄鏃 (240,241)、 竪坑上部で高杯片 (237,238,239)が出土している。

Tk2001-SX07は 竪抗の平面プランはほぼ正方形で、羨門閉塞黒色粘質土ブロック手前から完品の高杯

(246,247)、 マリ形土器 (244)、 鉢 (245)がまとまって出上している。玄室は両袖の平入リタイプで

人骨 1体を確認した。玄室内からは刀子 (242)、 胸部付近から針状の鉄製品 (243)が出土した。遺物の

出上位置から複数埋葬の可能性がある。 4号 と7号では玄室の床面レベルで段差がある。 2基の地下式は

時期差がほとんどないと思われる。

Tk2001-5号地下式横穴墓 (Tk2001-SX05)(第 30031図 )

Tk2001-SX04の 西側に位置する。平面プランは竪坑が縦長、羨門黒色粘質土ブロック、羨道が短く、

玄室は右に広がる片袖の妻入り型である。人骨 1体を竪坑傾1に頭位を向けた状態で確認した。所見では成

年女性である。玄室内に刀子 (250)が胸部付近、アカガイ製の貝輪 (249)を 入れたマリ形土器 (248)

がその傍から出上した。

Tk2001-6号地下式横穴墓 (Tk2001-SX06)・ 2号溝状遺構 (Tk2001-Sp02)(第 24～26図 )

Tk2001-SX03の 西佃1に位置する。事前に地下レーダー探査をおこなっており、この成果により地下式

の存在が予見できたため発見調査に至った。 2号溝状遺構は第 2層黒色土埋土 (黄ボラを含まない)の溝

で検出面レベルにおいてほぼ溝底部分に近く辛うじて検出できた。検出面より溝底は深さ 5 cm程度である。

北佃1土層断面で掘込み面を確認しようとしたが第 2層 と見極めがつかなかった。平面プランはTk2001-

SX06を 中心に半円を描き、推定ではあるが周溝状に展開しSX06に付随するものと考える。Tk2001-SX

06は地下レーダー反応が明瞭であるため御池ボラ層にトレンチを設け、調査区内に辛うじて玄室奥がかか

り調査できた。竪坑は完全に調査区外であったため未調査である。平面プランは竪坑からみて右に張出す

片袖の妻入り型である。埋葬人骨は2体 (仰臥伸展葬)で、片袖恨1に埋葬されている方を 1号、もう一つ

を2号 とした。両方とも頭位を竪坑方向 (北)に向けている。妻入り型で複数埋葬は県の調査内容が不明

であるが、管見の知る限りではこの築池では初見である。また、 1号は女性 (年齢不明)、 2号は男性

(年齢不明)と の結果に加え、 2号人骨は足根骨が両側肛骨の間に配置されており、足首を切断し移置し

たと考えられる所見がでている。遺物は 1号に伴う鉄剣 (236)、 2号 には鉄鏃 (長頸鏃)11本 (219～

229)、 朱玉 6 4El(230～ 235)が出土している。鉄剣は側壁に沿って、鉄鏃は奥壁側に、朱玉は人骨下半身

を囲うように位置している。羨門閉塞は黒色粘質土ブロックである。

Tk2001-8り 9,10号地下式横穴墓 (Tk2001… SX08ヮ 09910)(第 32～ 34図 )

SA04の 東側に位置する。Tk2001-SX08,09,10号 地下式横穴墓の竪坑検出前の状況は、Tk2001-S

X04、 07地下式横穴墓同様第 2層黒色土中に粗い黄ボラが一様に堆積し、 5 cmコ ンタの等高線では竪坑付

近が中心におよそ12m幅で緩やかな高まりをみせる。聰 (251、 252)は この粗粒ボラを含む黒色土下部、

言い換えると8号の竪坑掘込み最上位で出土した。 8号地下式の竪坑は縦長で、長辺推定2.9m短辺2.5rll、

検出面より深さ2.5mの大型である。 9号地下式の竪坑は 8号竪坑内にはいり込んでおり、そのプランは

横長で竪坑西佃J上場と下場が一部確認できた。推定長辺 (東西方向)2.4m、 短辺 (南北方向)1.5m、 検

出面より深さ2.lmほ どを測る。10号地下式の竪坑は縦長で推定長辺1.5m、 短辺1.2rn、 検出面より最深

部1.3mほ どである。竪坑は手前側部分 (羨門に対する佃1)が緩やかに傾斜 し、その手前壁面に黒色粘質

土ブロックを積み重ねている。これらは羨門閉塞用ブロックを準備 していたと思われるが、使用できな

かったため残ったと思われる。玄室については、 8号が東倶1に広がる片袖の妻入り型 (長辺3。 3rll、 短辺

1.7rn)で、片袖佃1に人骨らしき有機質を確認した。 9号は平入り型で長軸については不明 (1.8m+@)、

短軸 (幅)は 1.4mほ どと推測される。 8号 との切 り合い部分では20cmほどの段差がある。玄室より鉄剣 1
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載
号
掲
番
遺構名 種 別 部 位

法 量(cm)()は推定
胎   土 調 整 等

口 径 底  径 高  さ

1 SA01 深鉢  日縁～1同部 5 nlll以下の砂粒を含む 外一丁寧なミガキ 内一横方向のミガキ

2 SA01 深鉢 口縁～胴部 2 mm以下の砂粒 を含む 外一ミガキ 内一横方向の粗い ミガキ

3 SA01 深鉢  口縁部 4 mm以下の砂粒を含む 外一ミガキ 内一粗いミガキ

4 SA01 深鉢 4 mm以下の砂粒 を含む 夕|一 ガ キ 内一 ガ キ

5 SA01 深鉢 4 mm以下の砂粒を含む 外―丁寧なミガキ 胴上部スス付着 内一ナデ

6 SA01 深鉢 l mm以下の砂粒を含む 外一丁寧なミガキ 胴部スス付着 内一ミガキ

7 SA01 深鉢 胴部 4 nlm以 下の砂粒 を含む 外 ― ガ キ 内一 ミガキ

SA01 深鉢 底部 2 mm以下の砂粒を含む

9 SA02 甕 口縁部 126 2 mm以下の砂粒を含む 外―斜めのハケメ

SA02 甕 口縁部 ごく微小の砂粒を含む 外、内一摩耗

11 SA02 甕 口縁部 4 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

SA02 高杯 脚部 4 mm以下の砂粒を含む タトー ガ キ

SA02 甕  月同音6 2 mm以下の砂粒を含む 外―斜めのハケメ

SA03 甕 口縁部 226 ごく微小の砂粒を含む 外一日縁横ナデ、胴部縦方向の工具ナデ 内一ナデ

SA03 壺 口縁～胴部 4 mm以下の砂粒 を含む 外―縦方向の粗いハケメ 内一工具ナデ

SA03 鉢  日縁～胴部 137 4 mm以下の砂粒を含む 外一ナデ 内一ナデ

SA03 甕 底部 3 mm以下の砂粒を含む 外一縦方向のハケメ 内一ナデ 炭化物の付着あり

SA03 壼 底部 5 mm以下の砂粒 を含む 外一工具ナデ 内一工具ナデ

SA03 甕 底部 3冊m以下の砂粒を含む 夕|― ハケメ

SA03 甕 底部 5 mm以下の砂粒 を含む 外一工具ナデ、内一ナデ 炭化物の付着あ り

SA03 壷 複合口縁 外一櫛描波状文

SA03 壺 複合口縁 ごく微小の砂粒を含む 外―櫛描波状文

SA04 甕 口縁部 (26.6) 5 mm以下の砂粒 を含む 外、内一ナデ

SA04 甕 口縁部 (278) 5 mm以下の砂粒を含む 外、内一斜めの粗いハケメ、屈曲部カキアゲ1大

SA04 壼 口縁～胴部 (18.0) 4 mm以下の砂粒を含む 外、内一斜めのハケメ、外 ―ススの付着あ り

SA04 斐 口縁部 (256) 5 mm以下の砂粒 を含む 外、内一工具状のナデ、屈局部にカキアゲ痕が残る

SA04 甕 口縁部 (21.8) 4 mm以下の砂粒を含む 外―屈曲部下工具ナデ 匡I縁工具によるおさえ痕あり

SA04 壺 口縁～胴部 (100) 3 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

SA04 壼 口縁～胴部 (22.4) 2 mm以下の砂粒を含む 外一ハケメ 屈慮1部に余|め に細沈線あり 内一ナデ

SA04 壺  匡l縁～胴部 (160) 4 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

SA04 甕 口縁部 (160) ごく微小の砂粒を含む 外一口縁ナデ 沈線下ハケメ 内一横ナデ

SA04 壺 口縁～胴部 (17.0) 3 mm以下の砂粒を含む 外―縦方向のハケメ 内一ナデ

SA04 甕 (237) 3 mm以 下の砂粒 を含む 外一ハケメ 内一ナデ

SA04 甕 (10.7) (107) 3 mm以下の砂粒 を含む 外一ハケメ 内一ナデ

SA04 甕  月同音6 3 mm以下の砂粒を含む 口縁下に貼 り付け突帯 3 cm間隔で余|め に刻 目あ り

SA04 ニチェア土器 2 mm以下の砂粒 を含む 外、内一ナデ

第 1表 出土遺物観察表-1
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掲載
番号
遺構名 種 別 部 位

法 量(cm)()は推定
胎  土 調 整 等

口 径 底  径 高  さ

SA04 甕 口縁部 (23.0) 4 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ タト器面スス付着

SA04 壷 口縁～胴部 (152) 4 mm以下の砂粒を含む 外―一部縦方向のミガキ 内一ナデ

SA04 壷 匡1縁～胴部 (15.6) 2 mm以下の砂粒を含む 外一胴部ハケメ 屈曲部に工具によるカキアゲ痕

SA04 甕 日縁部 ごく微小の砂粒を含む 外―胴部ハケメ 屈局部カイメ ロ縁ナデ

SA04 鉢形有孔土器 (151) (3.2) (195) 4 mm以下の砂粒を含む 外―ハケメ 内一一部ハケメ

SA04 鉢形有孔土器 (24) 2 mm以下の砂粒を含む 外―ハケメのちナデ 内一ナデ

SA04 甕  月同著6
3 mm以下の砂粒を含む

スス付着

外―縦、斜め方向のハケメ

屈曲部一縦ハケメ 内一一部ハケメ

SA04 甕or鉢形有孔土器 3 mm以下の砂粒を含む
外一胴部下一部ミガキ(摩耗大)

内一ハケメのちナデ

SA04 壺 複合口縁 4 mm以 下の砂粒 を含む 外―複合口縁部に櫛によるコンパス文

SA04 壺 複合口縁 (86) ごく微小の砂粒を含む
外一ハケメのちナデ

複合口縁部一櫛描波状文 内一ナデ

SA04 甕 底部 (66) 5 mm以下の砂粒を含む 外―ハケメのちナデ 内一景1落または摩耗

SA04 蓋 3 mm以下の砂粒を含む 外一ナデ 内一ナデ エ具押しあて痕あり

SA04 壷 日縁 (13.6) 3 nlm以 下の砂粒を含む 外、内一ナデ

SA04 壺  月同吉5 2 mm以下の砂粒を含む 外、内一摩耗

SA04 壷  月同音6 (2.6) 3 mm以下の砂粒を含む 外一ハケメ 内一ハケメのちナデ 内外とも摩耗

SA04 笠  1同音6 2 mm以下の砂粒を含む 外一ハケメのち丁寧なナデ

SA04 浅鉢 (197) 5 mm以下の砂粒 を含む 1輸積み痕あり 外、内一ナデ

SA04 甕 底部 (71) 5 mm以下の砂粒を含む 外―縦方向の工具ナデ 内一ナデ

SA04 甕 底部 (4.0) 3 mm以下の砂粒を多含む 外一ナデ 内一摩耗

SA04 小壷 ? 3 mm以下の砂粒を含む 外一ナデ 内一ハケメ

SA04 甕 底部 3111■以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

SA04 甕 底部 4 mm以下の砂粒を含む 夕ヽ一ハケメ内一炭化物付着

SA04 甕 底部 (82) 4 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

SA04 壷 底部 5 mm以下の砂粒を多含む

SA04 壺 底部 4 mm以下の砂粒を含む 夕ヽ ―ハケメ

SA04 斐 底部 (70) 4 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

SA04 壷 底部 (38) 2 mm以下の砂粒 を含む 外―ナデ

SA04 甕 (19.5) 8 mm以下の砂粒を含む 外一ハケメのちナデ 内一ナデ

SA04 甕 (20,8) 3 mm以下の砂粒を含む 外―ハケメ、スス付着 内一ナデ

SA04 器台 203 4 mm以下の砂粒を含む 外一全体に摩耗下部ハケメ 内一磨耗

SA04 高杯 (26.6) (320) (225) 3 mm以下の砂粒を含む 外一杯部ナデ、脚部ミガキ

SA04 壷 複合口縁 ごく微小の砂粒を含む 外一ナデ 複合口縁部―櫛描波状文 内一ナデ

周溝 壺  月lll音 6 3 mm以下の砂粒を含む 外一工具ナデ 内一ナデ

周溝 甕 口縁部 3 mm以下の砂粒を含む 外一口縁下に貼付突帯 2 cm間隔でヘラによる刺突

第 2表 出土遺物観察表-2
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第16図 Tk2000-1号地下式横穴墓 (Tk2000-SX01)
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振 (261)、 刀 子 1(259)、 管 玉 1(260)、 高 杯 4(255,256,257,258)、 壷 1(253)、 マ リ形 土 器 1

(254)が出上している。10号の玄室は 8号玄室の東側側壁が一部オーバーハング状にえぐれ、10号地下

式の東側玄室の一部が残存し、平入り型と思われる。

9号同様切り合い部分は 8号床面と30cmほ ど段差がある。10号地下式横穴墓は玄室まで造り終えたが、

黒色粘質土ブロックの残存から玄室が崩落し放棄したと思われる。

その他の遺構  (第35図 )

2号土坑 (Tk2001-SC02)

Tk2001-SX03の南東に位置する。長辺2.2m、

短辺0.8m、 検出面より深さ1.lmの隅丸方形である。

埋土は黒色土を基調とし黄ボラが混じり粘質で硬化

している。

出土遺物はないが埋土から古墳時代の上墳墓の可

能1生がある。

3号溝状遺構 (Tk2001-SD03)

Tk2001-SX05の 西側に位置する。遺構は南側調

査区外に延びており全容は把握できなかった。全長

1.8m(調査範囲で)、 最大幅1.Om、 検出面より深

さ1.15mを 測る。北側溝先端で黒色土埋上の土坑と

切り合っている。出土遺物なし。

中 。近世～近代

5号墳に伴う周溝周辺から出上している溝は中世、

近世および近代の所産である。

挿図

番号
遺構名 種類

法 量 ( )は 推定
備考

全長(ol) 幅(cm) 重量(g)

Tk2000 SX01 鉄鏃 圭頭鏃

Tk2000 SX01 鉄鏃 圭頭鏃

Z Tk2000 SX01 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2000 SX01 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2000 SX01 鉄鏃 長頸鏃

Tk2000 SX01 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2000 SX01 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2001 SX03 鉄 鏃 圭頭鏃

Tk2001 SX03 鉄 鏃 圭頭鏃

Tk2001 SX03 鉄 鏃 13.2 長頸鏃

Tk2001 SX03 骨鏃 (110)

213 Tk2001 SX03 骨 鏃 (11.8)

Tk2001 SX03 骨鏃 (10.3) 12

215 Tk2001 SX03 骨鏃 (90

Tk2001 SX03 骨鏃

第 3表 出土遺物観察表-3
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第17図 Tk2000-1号地下式横穴墓
(Tk2000-SX01)内出土遺物

図

号

挿

番
遺構名 種類

法 量 ( )は 推定
備考

全長(cm) 重量(g)

Tk2001 SX03 骨鏃

Tk2001 SX06 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2001 SX06 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2001 SX06 鉄鏃 長頸鏃

222 Tk2001 SX06 鉄 鏃 (9.0) 長頸鏃

Tk2001 SX06 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2001 SX06 鉄 鏃 長頸鏃

225 Tk2001 SX06 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2001 SX06 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2001 SX06 鉄鏃 長頸鏃

228 Tk2001  SX06 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2001 SX06 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2001 SX04 鉄鏃 圭頭鏃

Tk2001 SX04 鉄 鏃 24.4 圭頭鏃
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① 黄ボラに黒色土を多量に含む

② 黄ボラに少量の黒色上を含む

③ 黒色粘質プロック

④ 黒色上に細粒の黄ボラを多量に含む

⑤ 黒色上に粗粒の黄ボラを含む

141'4ro

第18図 Tk2001-2号地下式横穴墓 (Tk2001-SX02)
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① 灰黒士

② 黒色土(黄ボラまばら混)

③ 黒色土(粘質・黄ボラまばら混)

④ 黒色土(粗・細粒黄ボラを同量含む)

⑤ 明黒色土(粗粒黄ボラを多量に含む)

⑥ 黒色上(硬質・黄ボラを⑤より多く含む)

⑦ 暗黒色土(やや硬質,粗粒黄ボラ混)

③ 硬質黄ボラブロック

⑨ 暗黒色土(やや粘質)

⑩ 黄ボラに黒色土を含む

① 粘質漆黒色土

⑫ 粘質漆黒色土(粗粒黄ボラを微量含む)

⑬ 粘質漆黒色土(粗粒黄ボラを中量含む)

⑭ 粘質漆黒色土(粗粒黄ボラを多量含む)

⑮ 粗粒黄ボラに黒色上を微量含む)

⑩ 漆黒色上に粗粒黄ボラを多量に含む

③ 黄ボラに黒色上を含む(硬質)

⑬ 黒色土にやや粘質粗粒黄ボラをブロック状に含む

第22図  Tk2001
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掲載
番号

年 遺構名 種別部位

法 三塁

胎   土 調 整 等
口 径 底 径 高  さ

Tk2001 SD01 高杯 土師器 微小の砂粒を含む 外一ミガキー部摩耗

Tk2001 SX04
杯

器

杯

師

一昌
土

微小の砂粒を含む 外一ミガキー部摩耗

238 Tk2001 SX04
高杯 胴部
土師器

微小の砂粒を含む 外―ミガキー部摩耗

Tk2001 SX04
脚

器

不

師

一局
土

微小の砂粒を含む 外一ミガキー部摩耗

Tk2001 SX07 マリ 土師器 4 mm以下の砂粒を含む 外―ミガキ 内一ナデ 摩耗

245 Tk2001 SX07 鉢  土師器 10.2～

10.7
微小の砂粒を含む 外、内一ナデ

Tk2001 SX07 高杯 土師器 10.9-
15.7

10.9～

12.7
4 mm以下の砂粒を含む

外―ヨコ方向のナデ ー部ヨコ方向のミガキ
内一ナデ

Tk2001 SX07 高杯 土師器 14.6-‐

15.1
4 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

Tk2001 SX05 マリ 土師器 微小の砂粒を含む 外―ミガキ 内一ナデ

Tk2001 SX08 甦 須恵器 外一日縁、胴部櫛描波状文

252 Tk2001 SX08 甦 土師器 2 mm以下の砂粒を含む 外一口縁横ナデ 胴部ハケメのちナデ

Tk2001 SX09 壺  土師器 l llm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

Tk2001 SX09 マリ 土師器 微小の砂粒を含む 外―上部横ナデ 下部ミガキ 内一ハケメ

Tk2001 SX09 高不 土師器 微小の砂粒を含む

外 杯部―(上部)横ナデ(下部)ナ デのちミガキ
脚部―ナデ

内一杯部 横ナデ ミガキ ナデ

Tk2001 SX09 高杯 土師器 2 mm以下の砂粒を含む
外 不部―横ナデ 脚部―ナデのちミガキ
内 外部―ナデ

Tk2001 SX09 高杯 土師器 12.1 2 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

Tk2001 SX09 高杯 土師器 22.7 3 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

262 Tk2002 SD01 椀 土師器 微小の砂粒を含む 外―ナデ 内一ナデ

263 Tk2002 SD01 椀 土師器 微小の砂粒を含む 外―ナデ摩耗 内一摩耗 丸底

Tk2002 SD01 甕 須恵器 外―格子ロタタキ 内一同心円あて具痕

Tk2002 SD01 甕 須恵器 外面に2条の自然釉の

流れ痕あり
外―格子ロタタキ 内一同心円あて具痕

Tk2002 SD01 筒形器台 須恵器 外-2段の櫛描波状文、透かし

267 Tk2002 SD02 椀 土師器 3 mm以下の砂粒を含む 外、内一ミガキ 丹塗り

268 Tk2002 SD02 用 ? 土師器 微小の砂粒を含む 外、内一ミガキ 丹塗り

Tk2002 SD02 堆 土師器 微小の砂粒を含む 外一縦方向のミガキ 丹塗り

Tk2002 SX01 椀 土師器 4 mm以下の砂粒を含む 外―ナデー部摩耗 内一風化摩耗

第 4表 出土遺物観察表-4
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南壁土層図

一――‐142.5m

① 灰黒色土 (耕作土 )

① b 暗耕作土 (ト レンチャー)

② 黒色土 (自 然層 )

②―b 黒色土に粗細粒黄ボラをまばらに含む

③ 漸移層

④ 黒色土 (硬化)に2cm以下の黄ボラを含む

⑤ 粗粒黄ボラと微量黒色上の混土

⑥ 粗粒黄ボラブロック

⑦ 黒色上に粗粒黄ボラを多量に含む

① 明黒色土にlcm大 以上と5mm大以下の黄ボラを多含む

(細粒黄ボラブロック混)

② 黒色土に粗細粒黄ボラを少含む(自然堆積の第2層に近い)

③ 濃黒色上にlcm大の黄ボラを多含む

① 黒色上に1～ 2cm大 の粗粒黄ボラと51rln大 以下の黄ボラを含む

(円形に広がる粗細粒黄ボラ)

② 黒色上に粗細粒黄ボラを少含む(自然堆積の第2層に近い)

③ 漸移層

C′ D′
142.4m

E
B′

一一- 142.4m

E′

142.4m

0              2m

A′

イモ穴 ②

・

十

‐

③ ① 黒色上に1～ 2cm大 の粗粒黄ボラと5nln大以下の黄ボラを含む

(円形に広がる粗細粒黄ボラ)

② 黒色上に粗細粒黄ボラを少含む(自然堆積の第2層に近い)

③ 漸移層

④ 黄ボラに黒色上を少含む

⑤ 黄ボラ (2次堆積 )

⑥ 粗細粒黄ボラと黒色上が同量の混土

第27図  Tk2001-4,7号地下式横穴墓 (Tk2001-SX04,07)配置図
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142.Om

① 黒色土にlcm大 の黄ボラを多く51nn大以下の細粒黄ボラを少含む

② 黒色上にlcm大 の黄ボラと5mll大以下の細粒黄ボラを多含む

③ 暗黒色土 (やや粘質)に3m大以下の細粒黄ボラをまばらに含む

④ 粗細粒黄ボラに黒色上を含む

⑤ やや明黒色土 (粘質)に黄ボラを③より多く含む

⑥ 黒色土(やや粘質)に粗細粒黄ボラプロックを含む

⑦ 濃い粗細粒黄ボラ
―-142.Om
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第28図  Tk2001-4,7号 地下式横穴基 (Tk2001-SX04,07)

Ｅ
寸
．
ｒ
寸
Ｔ
Ｉ
‐

ξ

ざ
ヽ
／

① 黒色土(硬質・やや粘質)に黄ボラを多量に含む

② 黒色土 (やや硬質)に黄ボラを含む

③ 黒色上にlcm大の粗粒黄ボラと粗粒黄ボラプロックを多量に含む

④ 黄ボラブロック

⑤ 黒色土に粗細粒黄ボラを多量に含む

⑥ 黒色粘質上に黄ボラを少量含む (閉塞土)

⑦ 鈍い黄ボラに黒色粘質上プロックを含む

③ 粘質漆黒色士

⑨ 黒色粘質上と鈍い黄ボラの互層

⑩ 黒色粘質上に黄ボラを含む

⑪ 鈍い黄ボラと漆黒上の混土

⑫ 鈍い黄ボラ(2次堆積 )

%場
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第29図 Tk2001-4,7号 地下式横穴墓 (Tk2001-SX04,07)内 出土遺物

第 5表 出土遺物観察表-5
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図

号

挿

番
遺構名 種類

法 ( )は推定
備考

全長(cm) 幅(ol) 重量(g)

Tk2002  SX01 鉄鏃 長三角形鏃

Tk2002 SX05 鉄鏃 27.2 柳葉鏃

Tk2002 SX05 鉄 鏃 長頸鏃?

345 Tk2002 SX06 鉄 鏃 方頭鏃

Tk2002  SX06 鉄鏃 方頭鏃

Tk2002 SX06 鉄鏃 三角形鏃

Tk2002 SX06 鉄鏃 三角形鏃?

Tk2002  SX07 鉄鏃 方頭鏃

Tk2002 SX07 鉄 鏃 23.5 方頭鏃

352 Tk2002 SX07 鉄鏃 (7.7) 22.7 長三角形鏃

挿図

番号
遺構名 種類

法 量 ( )は 推定
備考

全長(cm) 幅(cm) 重量(3)

353 Tk2002 SX07 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2002 SX07 鉄 鏃 長頸鏃

Tk2002 SX07 鉄鏃 長頸鏃

356 Tk2002 SX07 鉄鏃 長頸鏃

Tk2002 SX07 鉄鏃 長頸鏃

Tk2002 SX07 鉄鏃 長頸鏃

Tk2002 SX07 鉄鏃 21.2 長頸鏃

Tk2002 SX08 鉄鏃 無茎鏃

366 Tk2002 SX08 鉄鏃 長頸鏃
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① 黒色上に1～ 2 5cmの黄ボラを多量に含む (固 く締まっている)

② lcm大 以下の黄ボラに①のブロックをまばらに含む

③ 黒色土 (やや粘質)にlcm大以下の黄ボラが互層

④ l～ 2.5cmの 黄ボラと極微量の黒色上の混土(全体にやわらかい)

鳳
ヽ
い
ュ
ヨ

lm

第30図  Tk2001-5号地下式横穴墓 (Tk2001-SX05)
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第31図  Tk2001-5号地下式横穴墓 (Tk2001-SX05)内 出土遺物実測図

3 築池遺跡第 3次調査 (Tk2002)

県道より西側部分120mほ どを調査した。遺構は溝 2条、地下式横穴墓 8基、土坑 2基、据立柱建物跡1

軒が出土している。

(1)古墳時代

Tk2002-1号溝 (Tk2002-SD01)(第 37・ 38図 )

北側調査区外から入り込み、くの字状に折れ南側調査区外へ延びる。溝底は屈曲部で段差 (比高差0。 2

m)を もつ。溝1福2.0～ 1.8m、 検出面より深さ0.6mな いし0。 3mを測る。埋土は黒色土 (第 2層 )を基調

に黄ボラとの互層や黒色土と黄ボラ混土等場所により異なり、溝幅を竪坑一辺とするTk2002-5号 地下式

横穴墓 (Tk2002-SX05)が寄生している。検出面付近で筒形器台 (266)、 須恵器胴部片 (264,265)、

椀状 (262)の 上師器と小型の壷 (263)が出土している。筒形器台は受部と脚部が欠損、受部直下の推定

径は11畷ほどで受部は短く外反すると思われる。現存では筒部に2条 1単位の突帯が 2段みられ、 1段 目

には長方形透かし孔を2個、 2段目には三角形透かし孔 ?を斜めに 2個配置し、突帯間には櫛描波状文を

施している。甕小片 (265)は 外器面に自然釉が垂れている。

Tk2002-2号溝 (Tk2002-SD02)(第 37・ 38図 )

Tk2002-1号溝 (Tk2002-SD01)のおよそ12m西佃1に位置し、調査区域を緩やかにカーブしながら

南佃1調査区外へと延びていく。溝幅2.0～ 1.81n、 検出面より深さ0.6mを 測る。溝内に竪坑をもつTk2002

-1号地下式横穴墓 (Tk2002-SX01)、 Tk2002-5号 地下式横穴墓 (Tk2002-SX05)と Tk2002-2号 地

下式横穴墓 (Tk2002-SX02)を 確認した。埋土は 1号溝と同様で、黒色土 (第 2層 )を基調に黄ボラと

の互層や黒色土と黄ボラ混土等場所により異なる。溝内より椀 ?(267)、 す‖
´
?(268)、 ltr?(269)が出土

している。SD01お よびSD02は隣地に4号墳が存在するため周溝の可能性がある。

Tk2002-1号地下式横穴墓 (Tk2002-SX01)(第 39040図 )

Tk2002-SD02の南壁側、竪坑西側ラインは 2号溝内に納まっているが羨F5側の竪坑ラインは若干溝の

上場を超えている。竪坑はほぼ正方形 (1辺 1.4～ 1.5m)で溝底より深さ1.lm、 東側に羨門をもち、玄

室がやや左に曲がり左に片袖をもつ妻入り型の平面形態である。羨門は黒色粘質土ブロックによる閉塞で、

羨問閉塞をはずすと羨道・玄室部分に黒色土がおびただしく堆積していた。羨道と玄室の境付近から三角

形鏃 (318)1点、竪坑内より椀 (270)が出上している。

′
ど
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① 耕作土 灰黒色土

② 黒色土

② a 黒色土に粗粒黄ボラ多含む

②―b 黒色土に粗細粒黄ボラを② aょ り多く含む

③ 漸移層

④ 暗黒色土 (硬化)に粗細粒黄ボラを多含む

⑤ 粗細粒黄ボラブロック

⑥ 黒色上に粗粒黄ボラを含む(小黄ボラブロックあり)

⑦ 黄ボラブロック

③ 粘質漆黒色上 (黄ボラ混)

⑨ 黒色粘質土

⑩ 鈍い黄色粗細粒ボラに黒色上を含む

① 粘質黒色土に黄ボラをまんべんなく含む

⑫ やや明るい黄色粗細粒ボラに黒色上を微量含む

二■142.1納

SX08

⑩

　

ヽ

⑪

一　

⑫

SX08

SX09

第32図  Tk2001-8, 9,10号 地下式横穴墓 (Tk2001

-43-

SX08,09,10)配置図



≠≠≠1

10号地下式横穴墓 (Tk2001-SX08,09,10)
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第33図  Tk2001-8,9,



261

0     10cm

墟

２５９

o E-l
260 o:itt

10cm

第34図 Tk2001-8,9号地下式横穴墓 (Tk2001-SX08,09)内出土遺物実測図

第 6表 出土遺物観察表-6
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等

逹

図

号

挿

番
遺構名 種類

法 里 ( )は推定
備考

全長(clll) 幅(cln) 重量(g)

ｎ
フ
０
０ Tk2003 SX03 鉄鏃 7.6 2.8 24.2 長三角形鏃

395 Tk2003 SX03 鉄鏃 7.0 2.6 23.1 長三角形鏃

396 Tk2003 SX03 鉄 鏃 8.0 2.6 24.0 長三角形鏃

397 Tk2003 SX03 鉄鏃 12.4 2.6 23.6 長三角形鏃

398 Tk2003 SX03 鉄鏃 6.8 2.7 215 圭頭鏃

399 Tk2003 SX03 鉄鏃 5.5 (2.4) 14.8 圭頭鏃

400 Tk2003 SX03 鉄鏃 6.3 2.7 17.3 圭頭鏃

401 Tk2003  SX03 鉄鏃 6.8 2.6 18.4 圭頭鏃

挿図

番号
遺構名 種類

法 量 ( )は推定
備考

全長(cm) 幅(cln) 重量(g)

402 Tk2003 SX03 鉄鏃 6.4 2.5 14.0 圭頭鏃

Ｏ
υ
（
υ
И
仕 Tk2003 SX03 鉄鏃 7.0 2.8 21.1 圭頭鏃

404 Tk2003 SX03 鉄鏃 6.7 2.7 19.3 圭頭鏃

405 Tk2003 SX03 鉄鏃 7.0 2.9 21.7 圭頭鏃

406 Tk2003 SX03 鉄鏃 7.0 2.4 19.0 圭頭鏃

ワ
イ
（
υ
′
仕 Tk2003 SX03 鉄鏃 6.4 2.9 19.1 圭頭鏃

408 Tk2003 SX03 鉄鏃 7.5 24 23.4 圭頭鏃

409 Tk2003 SX03 鉄鏃 6.2 2.4 14.3 圭頭鏃



ブIジ頂丁へ軍
SC02

!- t+t.o*

-142.2m二

第35図  その他の遺構

第 7表 出土遺物観察表-7

Ｆ
一

C′

142.Orn― ―
D′

141.9m

① 黒色料i質上に細粒黄ボラを微量含む

② 黒色土 (やや硬質)に l■細粒黄ボラを万遍なく含む

③ 黒色t(やや硬質)に ll粒黄ボラと細粒黄ボラプロックを含む

④ 黒色上に粗粒黄ボラを多、細粒黄ボラをまばらに含む

⑤ 粗細粒黄ボラに黒色上を含む
① 黒色Jl(や や粘質・硬質)に粗細粒黄ボラを多含む

② 黒色上に11粒黄ボラを含む

③ 黒色粘質土に糧粒黄ボラ少、11粒黄ボラを多含む

④ 黄ボラプロック (黒色上を少含む)

⑤ 黒色粘質土に lJl細 粒黄ボラを少含む

⑥ 暗黒色粘質土に赤く変色した1■細粒黄ボラを少含む

⑦ 明黒色土 (やや粘質・硬質)に・ttni黄ボラ少、細粒

黄ボラを多含む

イモ穴

※杯身の法量は左から口径、庇径、器高とする

掲載
番号
年度 遺構名 種別部位

法

胎  土 調 整 等
口 径 底 径 高  さ

Tk2002 SX02 高杯 土師器 微小の砂粒を含む 内一ミガキ

Tk2002 SX02 ナ‖    =Ll市 暑∫ 微小の砂粒を含む 外一ナデ磨耗 内一磨耗  丹塗り

Tk2002 提瓶 須恵器 外一口縁ナデ 胴部手持ちカキロ

Tk2002 杯身 須恵器
外―上部ロクロナデ 下部ケズリ
内一ロクロナデ

327 Tk2002 lTN身  須恵器
外―上部ロクロナデ 下部ケズリ
内一ロクロナデ

Tk2002 杯蓋 須恵器 外―ロクロナデ 上部ケズリ 内一ロクロナデ

329 Tk2002 杯蓋 須恵器 外―ロクロナデ 上部ケズリ 内一ロクロナデ

Tk2002 杯蓋 須恵器 外一ロクロナデ 上部ケズリ 内一ロクロナデ

Tk2002 杯蓋 須恵器 13.6 (3.8) 外―ロクロナデ 上部ケズリ 内一ロクロナデ

332 Tk2002 杯身 須恵器 微小の砂粒を含む
外一上部ロクロナデ 下部ケズリ
内一ロクロナデ

Tk2002 杯身 土師器 3 mm以下の砂粒を含む 外―ミガキ摩耗

Tk2002 壷  ± 1市器 4 mm以下の砂粒を含む 外― ミガキ ?磨耗 内一ナデ

Tk2002 小型壷 土lT器 微小の砂粒を含む 外―磨耗 胎土脆弱

Tk2002 SX06 椀  土師器 3 nlnl以下の砂粒を含む 夕ヽ一 ガキ 内一工具ナデ
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Tk2002-5号地下式横穴轟 (Tk2002-SX05)(第 39040図 )

Tk2002-SX01の 北側に位置する。Tk2002-1号土坑 (Tk2002-SC01)に 地下式の中心付近が破壊を

受けている。竪坑は溝幅に納まりほぼ正方形 (1辺 1.6m前後)で溝底より深さ0。 9mを測る。東倶1壁面に

羨門をもち羨道は短く、両袖に広がる平入り型のプランである。羨門は黒色粘質土ブロックによる閉塞で

ある。SC01の影響により天丼部分が崩落し、玄室内に土砂が充填していた。このSX01と SX05は玄室を

共有している状態であるが、共有しているとは考えられず先後関係を想定すると、Tk2002-SX01の 玄室

が竪坑に対し左に振りすぎており、SX01は SX05の玄室を再利用したと思われる。玄室東側側壁前で刀子

(320)、 奥壁付近で鉄鏃 (319,321)が 出±。また、人骨らしき有機質が奥壁恨1に頭位を東に向けてわ

ずかに確認でき、頸部付近にガラス玉47個が出上し、スカイブルー25点、マリンブルー22点である。さら

に刀子の位置から埋葬人骨は 2体の可能性がある。

Tk2002-2号地下式横穴墓 (Tk2002-SX02)(第 41042図 )

Tk2002-2号溝 (Tk2002-SD02)内 北側に位置する。竪坑はSD02内 におさまり、縦長 (1.7× 1.5)

隅丸長方形で溝底より深さ0.65rllを 測る。羨門は竪坑西側壁に設けられ黒色粘質土ブロックによる閉塞で、

羨道は短く玄室は右佃1に広がる片袖型の妻入リタイプである。片袖側に頭部を竪坑方向へ向けた人骨片を

確認した。また、腰骨付近から刀子 (324)が出土。竪坑からは高杯 (322)と II形土器 ?(323)が出土。

(322)は タト器面が丹塗りされている。

Tk2002-3号地下式横穴墓 (Tk2002-SX03)(第 43図 )

SD02の東1.3mほ どに位置する。小型の地下式横穴墓で、竪坑は円形に近い不定形 (径 1.2m弱)と 思

われる。竪坑の深さは検出面より0.5rn強 で浅い。羨道は崩落により推定の域を越えないがクビレ程度と

思われる。玄室は両袖型の平入リタイプで奥壁の両サイドがやや弧状にえぐれた形である。竪坑、玄室の

高さ (深 さ)が浅いため築造時の据 り方はかなり上位であったと思われる。出土人骨は 1体で、女性・熟

年との所見が出ている。

Tk2002-4号地下式横穴墓 (Tk2002-SX04)(第 44図 )

SD01内 に竪坑をもち東南方向に玄室を構築している。検出時においてすでに玄室天丼は崩落していた。

竪坑はほぼ正方形で一辺推定1.6m、 検出面 (溝底)よ り深さ1.lmを減1る 。羨道は0。 3mほ どで短 く、玄

室は両袖型の平入リタイプである。竪坑から玄室へなだらかに傾斜している。

Tk2002-1号土坑 (Tk2002-SC01)

5号地下式横穴墓 (SX05)の 羨道 。羨門付近にSX05を切つて掘 り込まれている。検出面で径1.8m弱

の円形、深さ0.8mで断面では逆フラスコ状をなす。埋土は濃黒色土に粗細粒黄ボラをまんべんなく含ん

でいる。出土遺物はなく、時期は不明であるが古墳時代以降である。

Tk2002-6号地下式横穴墓 (Tk2002-SX06)(第 47051図 )

調査区中央より西、風倒本痕の西側に位置する。竪坑は玄室に対 し縦長の長方形で長辺1.8m、 短辺

0。 95m、 検出面より深さ1.5m弱 を測る。竪坑手前 (羨門と反対佃I)の壁面は緩やかなS字状をなし竪坑

床面の長辺は1.Omほ どである。羨門は黒色粘質土ブロックで開塞されている。羨道は0。 9mほ どでやや細

長く、両袖の平入り型である。遺物は玄室内中央奥壁際に鏃身を南方向に向けLT4土 している鉄鏃 4点、方

頭鏃 (345,346)三 角鏃 (347)と 関が角撫しの三角鏃 ?(348)、 刀子 (349)である。また、竪坑上位

より椀状の土師器 (336)が出土している。

Tk2002-60708号地下式横穴墓 (Tk2002… SX06 0 07 0 08)の付近 (第45046図 )

Tk2002-SX06の北側に第2層中に粗細粒黄ボラを多く含む層③が円形状存在する。粗細粒黄ボラは自
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第36図  築池遺跡第 3次調査 (Tk2002)遺構分布図
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第37図 築池遺跡第 3次調査 (Tk2002)東佃1調査区
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匁‖
264

三 142.lm

265

D′

一-141.9m

2号溝 (Tk2002-SD01,

-50-

① 明黒色上(やや硬質)粗細粒黄ボラを含む

② 粗細粒黄ボラ

③ 黒色土(やや硬質)粗細粒黄ボラ含む

④ 濃黒色土(やや硬質)に黄ボラを含む

⑤ 濃黒色土 (やや粘質)に黄ボラを多く含む

① 淡黒色士(硬質)に粗細粒黄ボラを含む

② 明黒色上に鈍い黄ボラを含む

③ 明黒色上(やや硬質)に粗粒黄ボラをまばらに含む

④ 黒色上に黄ボラを多量に含む

⑤ 黒色土 (やや粘質)

第38図 Tk2002-1, 02)内出土遺物

10cm
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第39図 Tk2002-1, 5号 地下式横穴墓 (Tk2002-SX01,05)
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やや明るい黄色味を帯びた黒色上に粗粒黄ボラを含む

鈍い粗粒黄ボラ

濃黄黒色土 (やや粘質)に lll粒 黄ボラ含む

濃黄黒色上粗粒黄ボラを③より多く含む

黒色上粘質シル トに黄ボラを含む

黒色上粘質シルトに細粒黄ボラを⑤より多く含む

明るい黄ボラ(2次堆積)

黒色粘質土 (閉塞ブロック)
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10cm
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第40図 Tk2002-1, 5号地下式横穴墓 (Tk2002-SX01,05)内 出土遺物実測図
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① 黒色土 (やや硬質)粗粒黄ボラを含む

② 鈍い黄ボラ

③ 黒色土 (やや粘質)と 黄ボラの互層

① 黒色粘質上 (閉塞ブロック)

⑤ 鈍い黄ボラに微量の黒色土を含む

⑥ 濃黒色土に粗細粒黄ボラをまんべんなく含む

Tk2002-SX05

-52-



B′

142.Om

① 灰黒色上llll作上)

② 灰色粘質シルト(火山灰)を含む黒色上

③ 細粒茶色スコリアを含む黒色土

① 黒色上に黄ボラ少含む

⑤ a 濃黒色上にIIl細粒黄ボラを多く含む

⑥ b 濃黒色上に粗細粒黄ボラを⑤
3よ り多く含む

⑥ 粗細粒黄ボラに黒色土を少含む

⑦ 粗細粒黄ボラと黒色上が同量の混土

③ やや明黒色土(やや
rI質 )に lll粒黄ボラを含む

⑨ 細粒黄ボラブロック

⑩ lll細粒黄ボラブロック

① 淡黒色士(やや粘質)に
ll粒黄ボラを含む

Ob 淡黒色土(やや雅質)に Il粒黄ボラを多含む

⑫ 黒色粘質土プロック

⑬ 黒色粘質土

⑪ 黒色土

⑮ 黒色土に黄ボラ少含む

⑩ 漸移層

① 明粗細l・■黄ボラ

1421m

第41図 Tk2002-2号地下式横穴墓 (Tk2002-SX02)土 層断面図および竪坑内出土遺物実演1図
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第42図 Tk2002-2号地下式横穴墓 (Tk2002-SX02)
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第43図 Tk2002-3号地下式横穴墓 (Tk2002-SX03)
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第44図 Tk2002-4号地下式横穴墓 (Tk2002-SX04)
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然堆積では存在しないことから何らかの人為的行為によるものである。地下
レーダーでは地下式横穴墓の

反応がなかつたところで、北佃1調査区外に地下式の存在が予見される。
この円形に堆積している粗細粒黄

ボラを含む黒色土層から須恵器が散発的に出土する。提瓶 (325)は 肩部に把手を付
し、体部片面が平坦

で片方が張り出し手持ちカイメを施す。底部を欠損している。(326,327)は杯身、(328,329,331)は 杯
蓋

である。 (335)は小型の壺 (土師器)で肩に浅い沈線を複数本施しているが内外器面とも磨耗が激し
い。

Tk2002-7・ 8号地下式横穴墓 (Tk2002-SX07 0 08)検 出前 (第45046図 )

Tk2001-4、 7号地下式横穴墓検出前風景と同様で 7、 8号地下式横穴墓の竪坑検出面より20～ 30cm

ほど上の黒色土層中で粗粒黄ボラが円形状に散在し、 5 cmコ ンタでは西がやや低く東に向
かいやや高まり

をみせる。さらに、西佃1の粗細粒黄ボラ堆積際で土師器杯 (333。 模倣土師)が天地を逆さまにほぼ水平

に出土している。 (332)は 杯身、(334)は 壺の底部と思われる。

Tk2002-7号地下式横穴墓 (Tk2002-SX07)(第 48～ 51図 )

黒色土層中で粗粒黄ボラが円形状に散在した範囲の20～ 30cm下で、北側調査壁際
にSX07の竪抗を検出

した。SX07は玄室に対し縦長の大型方形の竪坑 (長辺2.3m×短辺2.lm)を もち、深度は中央付近
1.2rn、

羨門で1.7m弱を源jり 、羨門付近が半円形状に落ち込む。竪坑の埋土は特異的で羨門付近
は検出面から羨

門閉塞で用いている黒色粘質土ブロックが竪坑全体を覆い尽くして
いる。竪坑内遺物は検出面中央付近か

らの出上である。 (342)は 高杯 (須恵器)の脚部で上位に方形の透かしをもつ。 (343)は 杯身 (須恵器)、

(344)は 杯身 (模倣土師)である。羨間は壁面中央に位置し、羨道は l rnほ どで、玄室と
の境に段差があ

る。この段差の際に鉄鏃が 3点出土している。(350,351)は方頭鏃で鏃身部が長
い、(352)は 長三角形

鏃である。玄室は長辺2.8m短辺1.3mほ どの方形で、天丼は高さ1.2～ 1.3mで断面箱型を呈す
ると思われ

る。人骨らしき有機質を2ケ 所確認した。奥壁倶1に は有機質内に刀子 (360)、 手前傾1で
は鉄鏃 7本が出

土している。鉄鏃 (353～ 359)はすべて片刃の長頸鏃である。副葬品の位置や人骨 (有機質)片等から最

低 1回は追葬されていると思われる。

Tk2002… 8号地下式横穴墓 (Tk2002-SX08)(第 48～51図 )

7号同様粗粒黄ボラが円形状に散在した東南側端部に位置し、竪坑検出状況も同様である。玄室
に対し

縦長のやや大型方形の竪坑 (長辺1.8m× 短辺1.5m)を もち、深度は中央付近1.45m、 羨門
で1.6m弱 を

測り、竪坑中央付近から羨 F電付近が長半円形状に落ち込む。羨門は壁面やや西
に位置し閉塞は黒色粘質土

ブロックで、羨道は0.8m弱である。玄室は両袖型の平入リタイプで、長辺1.85m短辺1.2rn高 さ
は佃1壁際

0.4m中央付近で推定lm弱 を汲1る 。玄室内遺物は 3ケ所に分かれ、365は無茎鏃で、鏃身 (1lcm)は 長身

化 し鏃身中央で 1文J^の 透か し孔 をもつ。逆刺はやや外開 きする。(366)は 片刃
の長頸鏃である。

(367,368)は 刀子である。また、竪坑上位より杯身 (339～ 341)と 蓋 (337,338)が 出
上している。副

葬品の出土状況から複数回の追葬の可能性がある。

Tk2002-2号血坑 (Tk2002-SC02)(第 52図 )

Tk2002-SX06の 東、風倒木痕の北東に位置する。長辺1.45m短辺0.9mの 隅丸方形を呈 し、検出面

(ベルト)よ り深さ0。 8rnを 測る。埋土は第 2層 を基調とした濃黒色土である。土坑下場
は部分的に御池

ボラが赤色化している。埋上の状況から古墳時代のものと思われる。

Tk2002-3号土坑 (Tk2002-S003)(第 52図 )

Tk2002-SC02の東南に位置する。長辺1.65m短辺1.Omの 方形を呈し、検出面より深さ0。 35mを測る。

埋土は第 2層 を基調としたやや粘質の濃黒色である。土坑下場は部分的に御池ボラが赤色化
している。埋

上の状況から古墳時代のものと思われる。

Tk2002-1号掘立柱建物跡 (Tk2002-SB01)(第 52図 )

Tk2002-SX08の 玄室上に位置する。 1× 1間 の掘立柱建物跡で柱穴間は東西南北とも1.3mである。

柱穴は検出面で径10～ 15cm深さ10～ 20cmほ どである。埋土は黒色土で、時期に
ついては不明である。
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① 灰黒色土

① b 濃灰黒色土

② b 明黒色土に茶色スコリアをまばらに含む

② 黒色土

③ 黒色土に粗細粒黄ボラを多含む

④ 濃黒色土 (やや粘質 )

④ b 黒色土に細粒黄ボラを含む(基本的には④と同じ)
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7,8号地下式横穴墓 (Tk2002-SX06,07,08)付 近遺物出土状況
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第46図 Tk2002-6,7,8号 地下式横穴墓 (Tk2002-SX06,07,08)付 近lT4土遺物実減1図

※杯身の法量は左から日径、庇径、器高とする

載
号
掲
番
年度 遺構名 種別部位

法 量 (cm)

胎土・特徴 調 整 等
口 径 底 径 高  さ

337 Tk2002  SX08 杯蓋 土師器 3 mm以下の砂粒を含む 内一ミガキ

Tk2002 SX08 不蓋 土師器 (16.8) 微小の砂粒を含む 外、内一ミガキ

Tk2002 SX08 杯身 土師器 13.5 15.5 微小の砂粒を含む 内 一 ガ キ

Tk2002  SX08 杯身 土師器 (16.① (18.2) 3 mm以下の砂粒を含む 外、内一ミガキ

Tk2002 SX07 杯身 土師器 3 mm以下の砂粒を含む 内一ミガキ

Tk2002 SX07 高杯 須恵器 (12.1)

Tk2002 SX07 杯身 須恵器 12.0 微小の砂粒を含む 外、内一ロクロナデ

Tk2002 SX07 杯身 土師器 (118) (13.0 外、内一ロクロナデ

Tk2002 杯蓋 須恵器 3 mm以下の砂粒を含む 外、内一ミガキ

Tk2003 SD01 甕  土器 (25.4) 7 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

Tk2003 SD01 甕  土器 930) 5 mm以下の砂粒を含む 外、内一ナデ

第 8表 出土遺物観察表-8

-59-



140.4m

_一-140.4m

1418m

6号地下式横穴墓 (Tk2002-SX06)

ユ
ヽ
ユ
“
ヨ

'lOcm

0          1m

二
ヽ
ユ
“
ヨ

① 濃黒色上に粗粒黄ボラを含む

② 鈍い黄ボラ (1■・細粒黄ボラ)

③ 明黒色上に黄ボラを含む

④ 茶黒色上 (やや硬質)に黄ボラ少含む

③ 黒色上に黄ボラを含む

⑥ 黒色上に黄ボラを少含む

⑦ 黒色粘質上に黄ボラを少含む

③ 黒色土粘質ブロック

⑨ 鈍い黄ボラに黒色上を微量含む

第47図  Tk2002
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第48図 Tk2002-7, 8号地下式横穴墓 (Tk2002-SX07,
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Tk2002-SX08

Tk2002-SX08竪 坑内遺物出土状況

Tk2002-SX07竪 坑内遺物出土状況

08)竪坑内出土遺物実瀬1図
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7号地下式横穴基 (Tk2002-SX07)
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① 黄ボラに明黒色土を微量含む

② 明黒色土に粗細粒黄ボラを含む

③ 鈍い黄ボラ

④ 黒色粘質土に粗細粒黄ボラを含む

⑤ 濃黒色粘質上に黄ボラを微量含む

⑥ 黄ボラに黒色粘質上を含む

第49図 Tk2002-
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Tk2002-8号地下式横穴墓 (Tk2002-SX08)
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0        1m

① 黒色粘質上に粗細粒黄ボラを含む

② 明黒色土 (硬質)に粗細粒黄ボラを多含む

③ 濃黒色上に糧細粒黄ボラを②より少なく含む

④ 淡黒色上 (パサパサしている)

⑤ 濃黒色シル トに粗細粒黄ボラを少含む

⑥ 粗粒黄ボラに黒色上を少含む

⑦ 黒色粘質上ブロック

③ 黒色土 (硬質)に粗細粒黄ボラを多含む

⑨ 黒色土に粗細粒黄ボラを③より多含む

⑩ 細粒黄ボラと黒色上が同量の混士

① 黒色上 (硬質)に粗細粒黄ボラを含む

第50図

…63-



鰺　　　　　　　つ　　　　・（）
　　　０

一　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

一　

　

　

一

３４９

一　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　́
「

３５８

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

蠅
　
　
　
　
　
　
翅

３５７

３５６

． 　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

一

蠅
　　　　
　　　　
盪　　　　　　　（）

３５５

一　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

一

蠅
　

・

一　

　

　

　

一

３５４

―○

-  0

-o

― ③

３４８

一　
　
〇
　

　

〇

３４７

:]:[

364

一

囃 珍

ω
　

　

　

∽
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
繭
　
　
　
　
　
・
　

　

◎

一　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

一

３５０

　

　

　

　

　

３５３

　

　

　

　

　

３５９

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

0                 10cm

い
　
　
　
　
　
　
一

６
げ
宙
＝
＝
＝
科
即
０

　

３６

＠

　

○

一
　

　

　

一

１

３６２

０
　

０

ｎ
鳳
需
ハ
脚
同
‐‐‐‐
川
Ⅲ
脚
＝
Ｗ
　
３６‐

６０

ｏ
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＳＸ

３６８

　

　

　

　

　

　

００２
．

９

″
ｋＴ

熙
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
墓

一　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
穴

３６７

　

　

　

　

蛾

下地口万

）
　

　

ｚ
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
８

３６６

　

　

７

，

一
　

　

一　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

６

，

◎
　

　

　

　

　

図

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

指マ
~が

346

３６０

07,08)内出土遺物実測図

…64-

Tk2002-



Tk2002-SC02

1

Tk2002-s8017

丁k2002‐ SX06

一
凸

① l濃黒色上 (やや粘質)で黄ボラ

をまば らに万遍なく含む

、
‐
／
３６

Tk2002-1号掘立柱建物跡(Tk2002-SB01)

‐ｍ
第52図  その他の遺構
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① 灰黒土 (イ モ穴 )

② 黒色土

②―b 黒色上で下部黄ボラ含む

③ il」l移層

④ 濃黒色土 (黄ボラをまば

らに万遍なく含む

Tk2002-2号土坑 (Tk2002-SC02)



4 築池遺跡第 4次調査 (Tk2003)

昨年度に引き続き四角より西側150mほ どを調査 した。今回は調査区隣地に複数民家がありその出入り

の確保等のため調査できないところが生じた。

古墳時代

Tk2003-1号溝 (Tk2003-SD01)(第 54図 )

西側民家入日付近で調査区を横切るかたちで検出した。SD01は検出面で幅1.0～ 1.2m、 深さ0。 3mほ ど

を測る。埋土は濃黒色土黄ボラをまばらに万遍なく含み、溝内外から土器片がまとまって出土している。

369は溝の東側際よりまとまって出土した。器形は推定であるが直目する日縁をもち若干膨らみながらす

ぼむ甕形土器と思われる。器壁は脆弱である。370は溝内より出上し、日縁がやや外反しながら短く立ち

上がる甕と思われる。

Tk2003-1号地下式横穴墓 (Tk2003-SX01)(第 54図 )

SD01の 3 rYlほ ど東に位置する。玄室のみの調査で両袖の平入り型と思われる。玄室天丼は崩落し黒色

土や黄ボラブロックが堆積していた。堆積土除去後、茶系の有機質を一部確認し刀子 (372)が切先を東

に向け、このほか管玉 (373)も 1点出土している。玄室は床面奥壁の両サイドがやや円弧状に扶れてい

る。

Tk2003-3号地下式横穴墓 (Tk2003-SX03)付 近 (第55図 )

調査区東側部分で、Tk2003-SX03の竪坑検出前の遺物出土状況である。地下レーダー探査で 2ヶ 所に

地下式横穴墓の反応がでており、一つはSX03も う一方は376、 383付近である。後者は民家の進入道路確

保のため調査できなかった。土層断面では粗細粒黄ボラ混じりの黒色土が帯状に確認でき、平面上でも粗

細粒黄ボラ混じりの黒色土が一面を覆っていた。高不 (378)は 月却部を欠損し、杯部下位に凹線と突帯を

設けその突帯間にヘラによる斜めの浅い刺突を廻らしている。杯部と脚部と接合直下に細長い方形の透か

しを3個 InLし ている。 (374,379～ 381)は杯身 (須恵器)で、374は外面体部にX字状の刻み (ヘ ラ記

号)を施している。 (375～ 377,382,383)は 杯蓋で、383は 一文字状に浅い刻み (ヘラ記号)を施して

いる。

Tk2003-3号地下式横穴墓 (Tk2003-SX03)(第 56～ 58図 )

調査区東端に位置する。民家の侵入路を確保するため玄室と竪坑部分を別々に調査 し、羨門・羨道およ

び竪坑の一部を調査することができなかった。竪坑は玄室に対し縦長の長方形をなし、長辺推定3.Orll前

後短辺1.5m深 さ1.6～ 1.7mを 測る。検出面付近②層よりまとまった形で須恵器と土師器が出土している。

また、 (392,393)は 出上部位が下位である。391は須恵器甕の胴部片で竪坑周辺出土と接合する。外面は

平行タタキのちナデ、内面は同心円のあて具痕を残す。高杯が 3点、脚部に方形の透かしをもつ (384)、

もたない (385)と 脚部の短い土師器 (386)が出土している。杯身 (387)と 杯蓋 (388～ 390)が 4点出

土し、蓋は回径が14cm前後で天丼が丸みをもつもの (388)と 平らなもの (389,390)と に分けられる。

(392,393)は 餃具と思われる。羨門は黒色粘質土ブロックによる閉塞で、羨道は壁面の崩落による広が

りを考慮してもやや幅広 く前室的な空間をもつ。玄室は両袖の平入り型で死床面は 1次面と2次面がある。

1次面は羨道に対し僅かに段差をもつ。また、 1次床面の奥壁両サイドがやや快れている。副葬品は鉄鏃

16本、直刀 1振、刀子 2点、鋲 4点、台付長頸壺 1点、轡 1点、耳環 1点である。鋲は東側佃1壁際にまと

まって出土 している。鉄鏃は長三角形鏃 (394～ 397)が 4点、小型の圭頭鏃 (398～ 409)が12点、轡

(418)が東側奥壁際に重なり合うように出上している。直刀 (417)は 西側奥壁手前に切先を東に向け抜

身の可能性がある。全長84cm反 りはなく鐸と釦が遺存し、刃区は長く棟区は短い。茎は14cmで 日釘孔を 1
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第53図 築池遺跡第 4次調査 (Tk2003)遺構分布図
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① 灰黒土 (耕作土)

② 黒色土

② b 黒色土に黄ボラをまばらに万遍なく含む

② C 黒色土黄ボラをやや含む

③ 明黒褐色硬質土に黄ボラを多含む (漸移層 )

④ 黄ボラブロック

④

Tk2003-SX01

――β

371

1 Ocm

第54図  Tk2003-1号溝 (Tk2003-SD01)、 TK2003-1号地下式横穴墓 (Tk2003-SX01)お よび同内遺物実測図

◎

　

Ｄ

３

０ ‐Ｃ

一
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0 客土 (シラス混 じりの砂利 )

0 -b 砂利

① 灰黒土ω卜作土)

② 黒色土

②―b 黒色土に粗細粒黄ボラを含む

′

―

0                10Cm

第55図  Tk2003-

382

3号地下式横穴墓 (Tk2003-SX03)
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383

および周辺遺物出土状況



141.Om

142.Om

-141.9m
]黒色土

漸移層

御池ボラ層

第56図 Tk2003-3号地下式横穴墓 (Tk2003-SX03)

二
ヽ
一
６
ヨ

2次床面

ユ
ヽ
い
６
ヨ

/  _、

も

「

ｉ

萄

が
３８４　
ぷ

① 灰黒土 (耕作土 )

② 黒色土(やや粘質)に粗細粒黄ボラをまばらに含む

③ 黒色土 (硬質)に粗細粒黄ボラを含む

④ 黒色粘質士

⑤ 黄ボラ

⑥ 濃黒色粘質土に黄ボラを少含む

⑦ 黒色粘質上に黄ボラを多含む

⑤↓
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●
°
②

1

392  1

SX03)

1 Ocm

第57図 Tk2003-3号地下式横穴墓 (Tk2003-

393

竪坑内出土遺物実測図

※不身の法量は左から口径、庇径、器高とする

掲載

番号
年度 遺構名 種別部位

法 里 (cm /

胎土・特徴 調 整 等
□ 径 底 径 高  さ

374 Tk2003 杯身 須恵器 12.4 14.6 39 体部にX字状のヘラ記号 外、内一ロクロナデ

375 Tk2003 不蓋 須恵器 180 外、内一ロクロナデ

６ワ
′
つ
０ Tk2003 杯蓋 須恵器 13.4

つ
０ 外、内一ロクロナデ

ワ
′
０
０ Tk2003 杯蓋 須恵器 143 4.0 外、内一ロクロナデ

８７
‘
●
０ Tk2003 高杯 須恵器 (11.4) 脚部方形透かし34固 外―ヘラ状工具による斜め刺突

379 Tk2003 杯身 須恵器 ０
じ

Ｏ
υ

Ｏ
υ 外、内一ロクロナデ

380 Tk2003 杯身 須恵器 ワ
′
つ
４ 15.1 4.0 外、内一ロクロナデ

381 Tk2003 杯身 須恵器 ９

“ 14.2 3.6 外、内一ロクロナデ

382 Tk2003 杯蓋 須恵器 ０
０ 4.1 外、内一ロクロナデ

383 T2003 杯身 須恵器 14.6 4.0 体部に一字状のヘラ記号

Ｏ
Ｏ
●
０ Tk2003 SX03 高杯 須恵器 12.4 103 82 脚部方形透かし34固 外、内一ロクロナデ

Ｏ
Ｏ Tk2003 SX03 高杯 須恵器 114 100 7.8 外、内一ロクロナデ

Ｑ
０
つ
０ Tk2003 SX03 高杯 土師器 149 11.0 10.5 微小の砂粒を含む 外、内一ミガキ 丹塗り

ワ
′
Ｏ
Ｏ
つ
０ Tk2003 SX03 杯身 須恵器 124 153 ワ

′
Ｏ
υ 外、内一ロクロナデ

388 Tk2003 SX03 杯蓋 須恵器 142 4.0 外―ロクロナデ

389 Tk2003 SX03 杯蓋 須恵器 14.0 3.9 外―ロクロナデ

390 Tk2003 SX03 杯蓋 須恵器 138 3.5 外―ロクロナデ

391 Tk2003 SX03 甕 須恵器 外一平行タタキ 内一同心円あて具痕

419 Tk2003 SX03
台付長頸壷

須恵器
89 13.3 33.3 脚部に2段に方形透かし

第 9表 出土遺物観察表-9
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第58図  Tk2003-3号地下式横穴墓 (Tk2003-SX03)玄室内出土遺物実測図
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箇所ある。鐸は楕円形状 (8× 6 cm)で棟区倶Jが丸みを帯び刃区佃Jがやや先細る。刀子は (410)が中央

付近、(411)が直刀の近 くで、耳環 (416)は 玄室入国の頭蓋側頭部から出土 している。台付長頸壺

(419)は 日径8。 9cm脚部径13.3cm器高33.3cm胴部最大径19.4cmを 測る。胴部最大径直上に2条の浅い凹線

を施す。脚部は 2段 3列の切り国が粗い上段が長い方形の透かしを配置する。轡 (418)は 環状鏡付轡で

矩形の立聞を造りつけている。鏡板は長軸が 8 cmほ どの楕円形を呈し、引手は引手壷をくの字に曲げ、鏡

板と転結している環は曲げていない。 2連の街は一つが同方向に環を、他方を90° 捻り環を造る。埋葬人

骨は有機質が扁平に広がりをみせる程度で 3個体分の人骨と思われる。

その他の遺構 (第 59図 )

Tk2003-1手〕土坑 (Tk2003-SC01)

調査区に西恨1に位置する。長軸1.15m短軸1.Om深さ0。 2rnを測る楕円形状の上坑である。埋土は第 2層

黒色土である。

Tk2003-2号土坑 (Tk2003-SC02)

調査区西佃1端部に位置する。円形のプランで深さ1.5mほ ど底より25cm上位で三日月状のテラスをもう

ける。埋土は黒色粘質上で責ボラをまばらに含んでいる。

Tk2003‐ SC02

142.Om

141.9m

142.3m

Tk2003‐ SC01

0

第59図 その他の遺構

丁k2003‐ SC02
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番号 年度 遺構名 竪坑 (縦×横 ×深 さ) 長珈1 羨門・羨道 玄室 (長辺×短辺×高さ) 人骨 副葬品等

1 2000 SX01 方形 (13)× 187× 09 黒色土ブロック 平入り、両袖2.1× 075× 12 1男  壮年 鉄鏃 7

2001 SX02 方形  12× 22× 09 (245) 黒色土 ブロック 平ヌ、り、 リキネ山2.2× 08× 08 1女 小玉(右手首)133

2001 SX03 方形 245× 195X14 黒色土ブロック 平入り、片れh2.2× 1.25× 12 1 壮女 周溝―高杯 1

玄室―鉄鏃 3、 鉄剣 1、 骨鏃 6

4 2001 SX04 方形 (18)× 10X075 黒色土ブロック 平入り、両袖19× 08× (0.7) 鉄鏃 2

5 2001 SX05 方形  1.75× 11× 1.2 375 黒色土ブロック 妻入り、片袖19× 09× 0.75 l マリ1、 貝輪 1、 刀子 1

6 2001 SX06 未調査 不 明 黒色上ブロック 妻入り、片袖19× 14× 1.0 2 男女 直刀 1、 鉄鏃 10、 朱玉 7

7 2001 SX07 正方形 1.5× 1.5× l15 黒色土 ブロック 平入り、両袖125× 1.2× 0.9 竪坑一高杯 2、 マリ形 1、 鉢 l

玄室―刀子 1、 針 1

8 2001 SX08 方形 (2.9)× 25× 245 妻入 り、片れh(3.0)× 175× (?) 1? 竪坑上部―ハソウ2

9 2001 SX09 方形 (1.4)× (24)× (2.0) 平入 り?(?)× (11)× 10 直刀 1、 刀子 1、 管玉 1

高杯 4、 マリ形 1、 壺 1

2001 SX10 方形 16× 12× (1.1) 黒色土プロック 平入 り?(?)× (09+@)× (?)

2002 SX01 方形 16× 1.35× 1.1 黒色土ブロック 妻入 り、片袖 165× 1.05× 1.1 鉄鏃 1 ?

2002 SX02 隅丸方形 1.7× 1.45× 07 黒色土ブロック 妻ヌ、り、片ネ山17× 0.95× 0.9 l? 竪坑一高杯 1

玄室一刀子 1

2002 SX03
不 定 形 (半 円)1.15× 11×

055
255 平入り、両袖1.3× 09× (07)

2002 SX04 ほぼ正方形(15)× 1.6X10 黒色土ブロック 平入 り、両袖 13× 075× 115

2002 SX05 方形 (1.4)× 1.6× 0.9 2.75 黒色土 ブロック 平入 り、両袖 (165)× 1.1× 1.0 刀子 1、 鉄鏃 2、

ガラス玉47

2002 SX06 JJ~,影  1.8× 095× 145 黒色土ブロック 平入 り、両袖 1.85× 0.95× 08 竪坑一杯身 1

玄室―鉄鏃14

17 2002 SX07 丈請形 27× 21× 12 525 黒色土ブロック 平入 り、両袖275× 13× (15) 2追葬 ? 竪坑一杯身 1、

玄室―刀子 1、 鉄鏃 7

2002 SX08 方形 18× 15× 1.2 黒色土ブロック 平入 り、両袖 185× 1.2× (1.0) 2追葬 ? 刀子 2、 鉄鏃 2

2003 SX01 未調査 未調査 平入り、未完掘 刀子 1、 管玉 1

2003 SX02 長長方形3.65× 1.6× 11 黒色土 ブロック 平入り、2.1× 1.5× 1.1 l or2

追葬

平瓶 1、 刀子 1

耳環 2

2003 SX03 長長方形

(26+@)Xl.5× 16～ 17

5.9? 黒色土ブロック 平入り、両袖

245× 1.lX15

2 or 3

追葬

竪坑―高杯 3(須・土)、 杯身 2、

杯蓋 2、 甕 1、 餃具 2

玄室―台付長頸壷、轡、鋲 4、

鉄鏃16、 刀子 2、 直刀、耳環 1

※Tk2003-SX02に ついては乗畑氏よりご教示

第10表 地下式横穴墓観察表
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5 まとめ

築池遺跡は、従来から周知されていた古墳時代の墓域のほかに今回縄文および弥生時代の竪穴住居跡

(集落跡)が確認され縄文から古墳時代の複合遺跡であることが判明した。

縄文時代の遺構はTk2001-SA01の 竪穴住居跡 1基 とTk2001-SC01、 02の上坑 2基である。SA01は

小型円形プランで、出土遺物は黒色磨研の精製深鉢形土器のみである。胴屈曲部から口縁に立ち上がる形

態で 2分できるが、日縁端部が内傾するものはなく、胴屈曲部の沈線も浅い。また、底部は小さく上げ底

状である。後期末から晩期初頭と思われる。竪穴住居のプランについては横尾原遺跡で晩期後半ではある

が隅丸方形 (2.8× 2.4m)の小規模なものが出土している。

弥生時代の遺構はTk2001-SA02、 03、 04の竪穴住居跡で、後期後半ごろに位置づけたい。分布域をみ

ると当丘陵台地の県道より東佃1に密度はあまり高 くなく点在すると思われる。

今回の調査の主体である古墳時代の遺構は地下式横穴墓20基が発見され、現時点でこのほか35基が調査

されており築池遺跡内で都合55基が確認されている。 4次の調査成果としてTk2001-SX08、 09、 10と T

k2002-SX01、 05で切 り合いをもつ地下式横穴墓が出上したこと。また、Tk2001-SX03、 06等の大型の

地下式横穴墓に周溝状遺構が伴う可能性があること。Tk2001-04、 07や Tk2002-SX06、 07、 08でみら

れる 6世紀代の地下式横穴墓は複数基で群を構成し、竪坑以外の構成範囲に須恵器や土師器を散布させる

(Tk2003-SX03)こ となどが挙げられる。具体的にみていくと、Tk2000-SX01は 圭頭鏃 2点 と長頸鏃

5点、Tk2001-SX03も 圭頭鏃 2点長頸鏃 1点は和田編年を援用するとⅣ期に該当する (TK216～ TK

208)。 Tk2001-SX04の 圭頭鏃 2点は刃部幅が2.5cm以上あり刃部の折れが発達している。Tk2001-SX

06は長頸鏃のみ、Tk2002-SX01は 三角形鏃 1点、Tk2002-SX02の柳葉鏃 (1点)は古墳時代の前
。中

期に存在 し鏃身7.5clll前 後で鉾からふくらをもち直線的に関部に至るものである。Tk2002-SX06の 方頭

鏃 (2点)三角形鏃 (2点 )は古墳時代後期を中心として存在する。Tk2002-SX07は 羨道より方頭鏃

(2点)三角形鏃 (1点 )、 玄室より長頸鏃 (7点)が出上しやはり後期を中心と思われる。Tk2002-S

X08の無茎鏃 (365)は 鏃身部が1lcIIl前後と大型である。Tk2003-SX03の 圭頭鏃 (12点 )は刃部端の形

状から2つ に分類 (398,399,402,406,408,409と 400,401,403,404,405,407)で きそうである。

和田編年では圭頭鏃の前者が 2類で後者が 3類 aに各々近い。三角形鏃 (4点)はその形態から中後期

(6世紀後半)に位置づけられると思われる。他の出土品ではTk2001-SX02と Tk2002-SX05か らガラ

ス玉等が出土しているが材質では前者に滑石製と色調では黄色や緑色のものが含まれることから相対的に

後者が古 く前者を中期中頃以降と思われる。Tk2003-SX03の耳環は鋼芯製で後期 (6世紀前半
～後半)

ごろに位置づけたい。轡は矩形立聞系の環状鏡板付轡から6世紀後半と思われる。土師器・須恵器からみ

るとTk2001-SD01の 高杯 (207)は 5世紀後半、Tk2001-SX04竪 坑内の高不片 (237～ 239)は同一個体

ではなく流れ込みの可能性がある。237の杯部は浅くやや外反気味に開き、239は外反する脚裾である。T

k2001-SX07竪坑内の高不 (245,246)は 6世紀前半ほどに位置づけたい。Tk2001-SX08竪 坑内の魅

(251)は 5世紀中ごろ、Tk2001-SX09玄 室内の高杯 (255,256,257,258)は杯部が深 く中位に稜線がな

く口縁がやや外開きすることや脚裾から6世紀前半 くらいでおさえたい。Tk2002-SX02竪 坑内の高不

(322)は 6世紀前半、Tk2002-SX07、 SX08竪坑内の須恵器不身 (343)や模倣不身 (344,339,340,341)

杯蓋 (337,338)等 6世紀後半、Tk2002-SX06、 SX07、 SX08付近の須恵器等 (325～ 333)も ほぼ同時

期と思われる (TK43相当)。 また、Tk2003-SX03付 近および竪坑
。玄室内出土須恵・土師器も6世紀後

半～末ぐらいにおさまると思われる。整理すると、Tk2000-SX01は 5世紀中ごろ、Tk2001-SX02は 後

期ごろ、Tk2001-SX03は 鉄鏃から5世紀中ごろ、Tk2001-SD01の 高杯 (207)か ら5世紀後半、Tk

2001-SX04の 高不片は流れ込みの可能性があり外部はやや古手の様相を示している。Tk2001-SX06は
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鉄鏃から5世紀後半から末、Tk2001-SX07は 6世紀前半、Tk2001-SX08は 5世紀中まで、Tk2001-S

X09は 6世紀前半、Tk2002-SX02は 6世紀前半、Tk2002-SX03、 04と Tk2003-SX01は 玄室奥壁の決

れから古墳時代後半、Tk2002-SX05は 中期ごろ、Tk2002-SX06、 SX07、 SX08と Tk2003-SX03は 須

恵・土師器から6世紀後半、鉄鏃からは 5世紀中ごろである。次に、地下式横穴墓の特に玄室に対する竪

坑の形態で分類する。竪坑のプランは基本的には方形で、玄室 (長軸方向)に対する竪坑の形という視点

からみると、横長・正方形・縦長に3分類できる。T-1(横長型),T-2(正 方形型),T-3(縦 長
型)と 便宜上分けると、T-1は Tk2000-SX01、 Tk2001-SX02、 09、 Tk2002-SX03、 04、 T-2は
Tk2002-SX01、  02、  05、 T- 3は Tk2001-SX03、  04、  05、 07、  08、  10、  Tk2002-SX06、  07、  08、  Tk

2003-SX03と なる。また、長辺ないし一辺が 2mを越えるものを大型とするとT-1、 T-2で はなし、
T-3で はTk2001-SX03、 Tk2002-SX06、 07、 08、 Tk2003-SX03と なる。これに玄室形態が妻入 り
ないし平入り型と組み合わせる。また、玄室は新しくなると奥壁佃1床面両サイドがやや扶れてくるようで

ある (Tk2002-SX03,Tk2003-SX01,03)。 以上をまとめたのが別表である。T k2001-SX08と Tk
2001-SX09の 切 り合いについては半世紀以上の時期差があり、地下式横穴墓築造者に断絶が生じている

か異系統の可能性がある。また、第60図掲載のTk2003-2号地下式横穴墓 (Tk2003-SX02)は 竪坑が

基道状に断面V字型となり玄室内出土の平瓶から7世紀前半ほどに比定されるようである。

竪坑 規模 玄室形態 地下式横穴墓 年代 (土師器・須恵器等) 鉄鏃 (和田編年) 壁寸

T-1

(横長型)

1 小型

a 妻入り
Tk2002-SX01

Tk2002-SX02 6世紀前半

b 平入り

Tk2000-SX01

Tk2001-SX02

Tk2001-SX09

Tk2001-SX10

Tk2002-SX03

後期ごろ

6世紀前半

TK2001-SX09以 降

6世紀後半

Ⅳ期 (TK216～ TK208)

2 大型
a 妻入 り

b 平入 り

T-2

(正方形型)

1 小型
a 妻入 り Tk2001-SX07 6世紀前半

b 平入り Tk2002-SX05 中期中頃以前

2 大型
a 妻入り

b 平入り

T-3

(縦長型)

1 小型

a 妻入 り Tk2001-SX05

b 平入り

Tk2001-SX04

Tk2002-SX06

Tk2002-SX08

6世紀後半

6世紀後半

Ⅳ期

2 大澱

a 妻入り
Tk2001-SX08

Tk2001-SX06

5世紀後半

Ⅵ期

b 平入 り

Tk2001-SX03

Tk2002-― SX07

Tk2003-SX03

5世紀後半

6世紀後半

6世紀後半

Ⅳ期

Ⅵ期 〔玄室内〕 (TIC47～ )

Ⅳ期相当か

中後期 (6世紀後半)
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以上から地下式横穴墓の大まかな流れを考えると、 5世紀中ないし後半に大型の妻
。平入り型 (周溝状

遺構を伴うものあり)や横長の竪坑をもつ小型の平入り型が存在し、 6世紀代に平入り型は群構成し竪坑

は縦長化が進む。妻入り型は小型化する。 6世紀後半くらいから横穴基の影響を受け平入り型の竪坑は縦

長化が顕著になり7世紀前半には竪坑が墓道状に断面V字型となるようである。要入り型は 6世紀後半を

下限とし、Tk2001-SX07の 副葬内容やTk2001-SX06の被葬者埋葬方法等によりその特異性が伺える。

また、分布域についても県道をはさみ東佃1か ら西似1へ延びTk2003-SX01付近が分布の西端になると思わ

れる。

Ｅ

Ｆ
　
　

　
　

　
　

ｏ

注 3)

第60図 Tk2003-2号地下式横穴基 (Tk2003-SX02)

-141m
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注1) 宍戸章氏よりご教示

注2)和 田理啓「日向の地下式横穴」『第4回九州前方後円墳研究大会 九州の横穴墓と地下式横穴墓』2001

注3)乗 畑光博氏より図面提供
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Tk2000周溝 ,SX01 写真図版 1

Tk2000 周溝検出状況

■ ヽ
|● ,■  ヽ

心    ヽ
・

周溝内土器 (70,71)

Tk2000-SX01 完31屈 丁k2000-SX01 玄室内人骨出土状況 (上半身)

丁k2000-SX01 玄室内遺物出土状況
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Tk2001 1司 溝,SA01,SA02,SX02 ξ昇』真□]l板 2

丁k2001 周溝検出状況 (西から) Tk2001 周溝検出状況 (東から)

Tk2001-SA02 安31屈 丁k2001 周溝完掘 (東より)

Tk2001-SA01 遺物出土状況 Tk2001-SA01 チ]1屈

丁k2001-SX02 完掘 丁k2001‐ SX02 玄室内人骨出土状況
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Tk2001-SD01 検出状況

Tk2001 SD01,SX03 写ヌ』毒巨]l阪3

Tk2001-SD01 検出状況

Tk2001-SX03 竪坑検出状況 Tk2001‐ SX03 竪坑羨門閉塞状況

Tk2001-SX03 チ]1屈 丁k2001‐ SX03 人骨等出土状況

Tk2001‐SX03 人骨等出土状況 (拡大) Tk2001‐ SX06 玄室内遺物出土状況
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丁k2001 SX06,SD02,SX07 Fヌ ]真□]1阪4

Tk2001-SD02 検出状況 Tk2001‐ SX06,SD02

丁k2001-SX06 玄室内 (奥壁側より) 丁k2001‐ SX06 玄室内直刀 (236)出土状況

Tk2001‐SX06 玄室奥壁側朱玉鉄鏃出土状況 丁k2001‐ SX04,07 堅坑検出前黄ボラ堆積状況

Tk2001-SX07 竪坑検出状況 Tk2001-SX07 竪坑半サイ状況
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丁k2001 SX07,SX04,SX05 「デ:真 E]IIE5

芽
ｌ

一一一．′享贔
Tk2001-sxo7 ,^.FHtittR

丁k2001-SX05 堅坑検出状況
二
=ξ

≒
ガ千警事基

=~●=・
・■
=i■
■
～
1:・・

丁k2001-SX04
キ|:二重:モ ■・:  1乳 .|‐
玄室内遺物出土状況

Tk2001-SX07 堅坑内遺物出土状況 (拡大 )

Tk2001 S× 04 竪坑検出状況

一⑮
一

青
●

丁k2001-S× 04 完掘

葬
ニ
一
・　
・
タ

一
一

一三

Tk2001 SX05 堅坑閉塞状況 Tk2001-SX05  完掘
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丁k2001 SX05,SX08,SX09,SX10 三昇!真巨]片反6

丁k2001-S× 05 玄室内

丁k2001-SX08,09,10 昼こtt

丁k2001-S× 08,09,10 堅坑検出状況

Tk2001 S×08 堅坑最上位遺物出土状況  隠 (251,252) 丁k2001-S× 08,09 El士克

Tk2001-S× 010 里番1充 より

丁k2001-SX10 堅坑黒色粘質土ブロック
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熙

バ

丁k2001 SX09,SA03,SA04,SD03,SC01 =ヌ :真巨]}板7

二:恣讀片奎:多

一身
證
〓

Tk2001-SX09 玄室内出土遺物

丁k2001-SA03 遺物出土状況 丁k2001-SA03  完掘

霙

丁k2001-SC01 完掘
丁k2001-SC01
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Tk2002 SD01,SD02,SX01,SX05,SC01 篭「]真 E]1板 8

丁k2002‐SD02 検出状況  (南より)

Tk2002-SD01

丁k2002-SD01 完掘 (南より)

完掘状況 (南より)

丁k2002-SD01 完掘 (北より) 丁k2001‐ SX01 竪坑羨門閉塞状況

Tk2002-SX05,SC01 斗
`サ
イメ犬況
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丁k2002 SX02,SX03,SX04,SX06付 近 写真図版9

Tk2002-SX02 fr)Fu

Tk2002 SX06付近黄ボラ堆積状況 (拡大 )

丁k2002-SX02 人骨出土状況 丁k2002-SX04 完掘

丁k2002-S× 03 Tk2002-SX03 人骨出土状況

丁k2002-SX06付 近黄ボラ・遺物検出状況

-87-



Tk2002 SX07,08検 出前,SX06 写真図版10

Tk2002-SX07,08 検出前黄ボラ堆積状況 (西から)

丁k2002-SX07 と黄ボラ面掘下げ状況 Tk2002坪 身

丁k2002‐ SX07,08 検出前黄ボラ堆積状況 (南から)

(手前 ) (333)出土状況

Tk2002-SX06 羨門閉塞状況丁k2002‐ SX06 竪坑検出状況

丁k2002-SX06 完掘 丁k2002-SX06 玄室内遺物出土状況
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丁k2002 SX07 写真図版 1

一
欄
一

一氣
、

，「
‘‐‐「ヽ鵡一＝
。　ヽ　ｔ

丁k2002S× 07 堅坑1貪 出面 :量物出土状況「k2002-SX07 量JJザ己オ貪1上11犬 ,兄

Tk2002 S×07 堅坑半 リイ状況

丁k2002-S× 07  完 llll

|                                                         =

ぐ
鳴

■ボ

1鶴 :

一蹴
．

Tk2002 S×07 堅坑内黒色粘質土出土状況

Tk2002 S×07 堅坑より玄室

´
、ヽゝ

|||≒ |

1■  ':, .  '

11■ 1■ 1 1
),‐ 1.:■ |■ :|

卜、

Tk2002 S×07 玄室内出土状況

―卜ヽリー

丁k2002S× 07 玄室側壁



丁k2002-SC01 完掘

丁k2002 SX08,SC01,SC02,SB01,丁 k2003 SC02 篭ユ]真 E]l板12

藁
一

丁k2002-SX03 竪坑半サイ状況 Tk2002-SX08 竪坑完掘

Tk2002-SX08 玄室内 Tk2002-SC02 完掘

丁k2002-SB01  出土状況

丁k2002-SB01 柱穴断ちわり
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丁k2003主 な遺構 。遺物出土状況 写真図版13

一一』一」」け一
一１
．●

．
ｒ
´
一　
．

丁k2003-SD01土器:(370)

:f■「.|'1」.I Fミ
検出状況

・イ
|

イ′

1

Tk2003-S×01 全景

Tk2003-SX01 玄室内 堅坑内遺物出土状況

Tk2003 S×03 堅坑北側セクション丁k2003-SX03 里:ナ充

丁k2003 SX03 玄室内全景 轡 。鉄鏃出土状況
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写真図版14
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写真図版15
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写真図版16

●

２３３

２３６

鼻
２３８

207

1

`ノ 」

、　
　
　
　
　
．■

　
　

　

♂
　
´

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

■一ＦＥ・一Ｌ　　　　　　け　　・　　“

＜

２７‐

／
・　
　
　
”
／

７

　

　

′

ノ

ノ

-94-



写真図版17
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写真図版18
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写真図版19

-97-



写真図版20
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Ⅲ 人骨編
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宮崎県都城市築池地下式横穴墓群200o-1号墓出上の古墳時代人骨

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

竹中正巳

2000年 6月 、宮崎県都城市志和池 5号墳の周溝が調査され、地下式横穴墓が発見された。

高塚墳の周溝を掘り込んで地下式横穴を造る例は、現在までに宮崎平野部や大隅半島部で

確認されている。都城盆地では初例であり、高塚墳と地下式横穴墓の被葬者の関係を考え

る上でも貴重な資料になる。この志和池 5号墳と地下式横穴墓は築池地下式横穴墓群の中

にあり、今回発見された地下式横穴墓は築池地下式横穴墓群2000-1号墓と名付けられた。

所属年代は、考古学的所見から古墳時代中期と考えられる。この墓から1体の仰臥イ申展葬

の人骨が出土した。

人骨はほぼ全身の骨格が遺存しているが、保存状態は悪く、計測可能な部位は歯を除い

てない。人骨には赤色顔料が付着しており、腰部から大腿骨にかけての範囲に付着してい

る。性別は右佃1頭骨の乳様突起が大きいことから男性と判定した。年齢は、上下顎とも第

3大臼歯まで萌出していること、歯の咬耗の程度がMartinの 1度が多いことから、壮年前

期と判定した。歯の計測値は表 1に、頭蓋形態小変異の出現の有無は表 2に示す。左右の

外耳孔の後壁に、外耳道骨瘤が認められる (図 1)。

歯式は以下の通りである。

:遊離歯

う蝕は認められない。エナメル質減形成が 3本の歯に認められた。

築池地下式横穴墓群は前方後円墳や円墳と共存する。都城盆地は南九州の内陸部で唯一

前方後円墳が分布する地域として知られ、古墳文化の南九州内陸部への伝播 。浸透を考え

る上で重要な地域である。築池地下式横穴墓群に埋葬された人々が、どのような形質を持

ち、どのような生活を送っていたのか解明するには、なによりも保存良好な人骨資料が出

土する必要がある。今回|、 出土した人骨から明らかにできた情報はわずかなものであった。

今後、築池地下式横穴墓群から保存良好な人骨資料が出土し、その資料から築池を営んだ

人々に関する様々な情報が得られることに期待 したい。
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図1 築池地下式横穴墓群20001号墓出土人骨 外耳道骨瘤 (右側頭骨)
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表 1 築池2000-1号墓人骨 歯の計測値(mm) 表 2築池2000-1号墓人骨 頭蓋形態小変異の出現の有無
左右左右

U11

U12

UC

UPl

UP2

UMl

UM2

UM3

L11

L12

LC

LPl

LP2

LⅣll

LⅣ12

LⅣ13

U11

U12

UC

UPl

UP2

UN(1

UN42

UM3

L11

L12

LC

LPl

LP2

LMl

LⅣ12

LⅣ13

6.87

7.44

6.83

6.82

10.38

9.50

9.13

6.91

7.05

11.62

10.55

10.91

7.80

9.22

9.06

11.58

11.48

11.54

7.37

8.31

11.17

10.29

9.77

11.30

14.00

10.85

11.02

12.84

12.49

11.18

8.25

7.03

7.35

6.88

6.51

10,75

9.30

8.94

6.67

6.85

7.03

11.76

11.58

10.79

6.34

6.44

7.32

9.27

8.66

11.56

11.22

11.59

7.27

8.03

10.87

10.28

10.38

15.26

11.96

12.72

11.36

12.02

舌下神経管三分

外耳道骨瘤

フシュケ子L

ベサリウス孔

卵円孔形成不全

十

　

一

一　

＋

　

一

近
　
江還
　

心ヽ
　
径

頬
　
舌
　
径

U11

U12

UC

UPl

UP2

UMl

歯    UM2

根    UM3
L11

長    L12

LC

LPl

LP2

LⅣll

LⅣ12

LM3

一―計測不能
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宮崎県都城市築池地下式横穴墓群出上の古墳人骨

松下孝幸
*

キーワード:宮崎県、古墳時代入骨、地下式横穴墓、保存不良、低身長

は じめ に

宮崎県都城市下水流町にある築池地下式横穴墓群は菓子野地下式横穴墓群と並んで、都城市では地下式

横穴墓が密集する地域のひとつである。築池地下式横穴墓群から出土した人骨については、筆者も1991年

に出土した人骨の報告をおこなっている(松下、1992)。 その後、1996年以降98年 までに 6基の地下式横穴

墓が見つかっている。

次いで、1999年 10月 に 1基の地下式横穴墓が 1基発見されたのを皮切 りに、2002年 までに10基の地下式

横穴基が調査された。

宮崎県や鹿児島県の大隅半島などには古墳時代に南九州で特異的に出現する地下式横穴墓が盛行する。

筆者は、この独特の埋葬施設に葬られた古墳人の形質的特徴を明らかにし、古代において熊襲
・隼人と呼

称された人々の形質的解明をおこなうために、以前から南九州地域から出土する古人骨の発掘調査とその

研究をおこなってきた。総論的な見通しをたてるために必要な体数が確保できた時点で、その概要をまと

めたことがある(松下、1989)。

この研究では、曲間部と平野部で形質的な差異が認められたので、山問部タイプと平野部タイプに分け、

さらに平野部タイプを Iと Ⅱに細分した。曲間部タイプは低
。広顔、低身長で、西北九州タイプの弥生人

にきわめて近く、形質的には縄文人の特徴を継続していると考えられる特徴を有していたが、平野部 Iタ

イプは、高顔、高身長を特徴とし、北部九州タイプの弥生人や畿内の古墳人に近い特徴を示していた。平

野部Ⅱタイプは、頭の高さが低 く、眼宙の高径も低く、周辺地域に同じ様な特徴を示す例が今のところ存

在しない。

その後も南九州では地下式横穴墓から人骨が出土しているが、人骨はかれらの系譜を系統的に追究でき

るほどの量にはまだ達していない。

今回報告するのは、2001年から2002年 までの間の農道拡幅工事に伴って検出された地下式横穴墓出土人

骨であるが、人骨の保存状態は 1体を除いてあまりよくない。しかし、性別の推定や推定身長を推測する

ことができたので、その結果を報告しておきたい。

資 料
2001年 と2002年の発掘調査で、人骨が出上した地下式横穴墓は表 2に示すとおりである。また人骨の性

別 。年齢なども表 2に示した。

表 1、 2に示しているように 7基の地下式横穴墓から8体の人骨が出上した。 6基の地下式横穴墓では

単体埋葬であるが、そのうち平入りは4基、妻入りは 2基である。また、 8体のうち男性は 1体であるが

女性は 5体で、今回は女性の占める害J合が高かった。

* Takayuki MATSUSHITA

The Doigahama Site Anthropological Museum 〔土井ケ浜遺跡。人類学ミュージアム〕
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図1 遺跡の位置 (1/25,000)(Fig.l Location of the Chikuike tunnel tumull
with undergrotJnd chamber,Mlyakono」 o City,関 lyazakI Prefecture)
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蠅築池2001-3(女 性 口壮年 )

図2 人骨の残存部、アミかけ部分
preservation of the skeletorl. shaded areas are preserved.)(F i g. 2. Reg i ons of
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